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水と緑と大地のゆたかなまち……小山市
public relations

QRコードを読み込
み、アプリ「マチイ
ロ」をダウンロード

検索政光くん facebook で

　国営かんがい排水事業
　　「栃木南部地区」事業着手！

2016.10月号

　この事業の着手に伴い、8月1日には農林水産省の出先機関として、栃木南部農業水利事業所
がロブレビル7階に開設され、8月31日には、関東農政局次長、小山市長、地元関係者による事
務所玄関への看板掲示が行われました。

栃木県では 29年振り、県南地域初の国営かんがい排水事業
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国営かんがい排水事業「栃木南部地区」事業着手!!
　栃木県で29年ぶり、
　　　　県南地域初の国営かんがい排水事業！

問農村整備課☎22‒9261

◆本事業により安心・安全に暮らせる災害に強いまちづくりの推進が図られます。
　小山市・栃木市・野木町の2市1町にまたがる
3,619haの地域内において、国営かんがい排水事業
「栃木南部地区」が事業に着手しました。
　本地区は、近年の集中豪雨や都市化に伴う道路・
宅地等からの排水が増加し、湛

たんすい

水被害により農産物
の生産減が生じるとともに、排水機場･排水路の老
朽化に伴う排水能力の低下により、農業水利施設の
維持管理に多大な労力と費用を要するなど農作業環
境が悪化していることから、広域排水対策として、
平成24年度から26年度に亘り国営土地改良事業に
よる地区調査「栃木南部地区」が実施され、平成27
年度には全体実施設計が行われました。
　今年4月には、関係農家からの同意徴集を始め、
3,145人中2,956人94％超の同意を得まして、7月5
日に申請人19人が県を経由し農林水産大臣宛に事業
施行申請を行い、栃木県では29年ぶり、県南地域で
は初となる国営かんがい排水事業「栃木南部地区」
が事業着手となりました。
　このことに伴い、8月1日には、農林水産省の出先
機関として、栃木南部農業水利事業所がロブレビル
７階に開設されました。8月31日には、関東農政局
次長、小山市長、地元関係者による事務所への看板
の掲示および開所式を行い、その後、国営土地改良
事業の一刻も早い事業着手のために設立された、栃
木南部地区国営土地改良事業推進協議会主催による
祝賀会が盛大に開催されました。祝賀会は多くの来
賓を迎え、関係農家の方々と事業着手についてお祝
いするとともに、今後、一層の事業推進祈念をしま
した。

第5回 小山市民号の参加者募集!!
徳川家康公没後400周年記念

１　開催日　11月26日㈯～ 27日㈰
２　旅行先　伊豆・静岡方面【宿泊 堂ヶ島温泉】
　　　　　　※バスによる移動(一部フェリー有）
３　費　用　1人 31,100円【税込】
４　募集人数　160人
５　申込期間　10月28日㈮まで
６　その他　旅程詳細については、各出張所等に配置　
　　　　　  　してあるパンフレットをご覧ください。
７　問合せ・申込み　第5回 小山市民号実行委員会
　　【旅行企画　㈱日本旅行栃木支店　☎0282(23)3223】

徳徳 問渡良瀬遊水地ラムサール推進課・文化振興課☎22‒9354

◆「小山評定」で徳川300年の安泰の世を築いた
　徳川家康公が晩年を過ごされた駿府城
◆2015年に世界文化遺産登録された韮山反射炉
◆海上から富士山を眺望（駿河湾フェリー乗船）
◆その他　三嶋大社・柿田川湧水公園

【見どころ】
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10
月
16
日
㈰
は
同
時
開
催
！

第11回おやま開運まつり

第6回開運小山うどんまつり

　史実≪小山評定≫など「開運のまちおやま」を見て・知って・楽しめるイベント盛りだくさん！
◆小学生甲冑武者などによるパレード 　◆「開運のまちおやま」・おやまブランドのＰＲブース
◆小学生甲冑武者による開運夢宣言／「私の夢ハガキ」タイムカプセル投函
◆市民劇団＜開運座＞による「小山評定」再現劇　◆ステージイベント

10月16日㈰ 10:00 ～ 15:00
会場：小山御殿広場（小山市役所北側）

　豊かな水と肥沃な大地で育て上げられた小麦（イワイノダイチ）で手間
ひまかけて作ったうどんをとくとご賞味あれ！！！
◆宮城県東松島市復興支援店舗出店
◆開運小山うどん会会員店舗および近隣うどん店出店
◆おやまブランド事業者等による「おやまブランド」などの紹介・販売
◆会場で購入いただいた方に各店舗先着100枚開運スクラッチくじ配布

　栃木県の各市を代表するグルメが小山市に集結し、その中で栃木県の
№1グルメを決定いたします。また招待店として結城市や富士宮やきそ
ば、甲子園ヒーロー揚げ（西宮市）も出店します。
□販売方法：現金販売
□投票方法：各店舗で購入した際に配られる投票シール（1品につき 1枚）を、自分が気に入ったお店のボードに
　貼り付けてください。※投票は、6日の 14:00 までとなります
□出展メニュー：
≪県内市町≫宇都宮・太麺どぼどぼソース焼きそば（宇都宮市）、
じゃがいも入りやきそば・うずまフランク（栃木市）、鹿沼にら焼きそば（鹿沼市）、
ポテト入りソース焼きそば（足利市）、いもフライ・佐野ラーメン（佐野市）、
真岡いちご飯バーガー・真岡ホルモン（真岡市）、ホルモン味噌焼きうどん（下野市）
≪招待店≫富士宮やきそば（富士宮市）、餃子まん・ゆでまんじゅう（結城市）、
甲子園ヒーロー揚げ（西宮市）
≪小山市≫元祖本物の味　おやま和牛串焼、おやま和牛ステーキ串、元祖おやま和牛入りかんぴょうカレーパン、
桑の里うどん、開運小山うどん、おとんベーコン、おとんのチャーシュー坦々麺、米粉チキンサンド、
おとんあんかけ焼きそば

第5回おやまグルメフェスタ
～栃木県のご当地グルメが小山に大集結！～

※駐車場には限りがありますので、
　なるべく公共交通機関をご利用ください

会場
小山第一小学校校庭
約150台

市役所

市役所第2駐車場
約700台

駐車場案内図

問おやまグルメフェスタ実行委員会事務局
　商業観光課☎22‒9317

　富士山作り、一般盆養菊、懸崖作りなど約500点を展示します。
※11月1日㈫は、審査会の為、会場には終日入場できません

第65回小山市菊花大会 問小山晃思会事務局（商業観光課内）☎22‒9273

期間：10月22日㈯～ 11月13日㈰ 9:00 ～ 16:00
※富士山作り展示は11月20日㈰まで

◆菊鉢無料配布（1人1鉢まで・成人に限る）
日時：11月3日㈭11:00 ～・14:00 ～　会場：道の駅思川
※各回150鉢ずつ配布し、なくなり次第終了となります

会場：道の駅思川

10月15日㈯・16日㈰ 10:00 ～ 15:00

会場：小山御殿広場（小山市役所北側）

日時：11月5日㈯・6日㈰ 10:00 ～ 15:00
　　　 （開会式は5日9:30から行います）

※雨天決行

会場：小山御殿広場(市役所北側)

問商業観光課☎22‒9273・9317
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□内　容　チーム演奏＆マスリンギング（合同演奏）
□出　演　小山市内外のハンドベルチーム
□その他　保育ルーム有ります。

問文化振興課☎22‒9662

　ハンドベルによる天使のハーモニーをお楽しみください！

問・申込み
工業振興課☎22‒9397
d-kougyo@city.oyama.tochigi.jp

　市の誇る伝統産業「本場結城紬」が平成 22 年 11 月 16 日に世界のユ
ネスコ無形文化遺産に登録されて 6年となります。
　「小山きものの日」は、本場結城紬と和装の振興のため、「きもの」
を着て、見て楽しんでいただく催しですので、お気軽にご参加ください。

日時　11月 19日 ㈯ 10:00 ～ 16:00
会場　生涯学習センター（ロブレビル６階）、おやま本場結城紬クラフト館（ロブレビル１階）、まちの駅思季彩館「開運館」
【生涯学習センター・ホール】
13:30 ～　オープニングセレモニー
　　　　　琴演奏、小中学生の合唱
14:00 ～　開会式
14:30 ～　小山産繭の本場結城紬トークショー
　　　　　本場結城紬コーディネートショー
15:30 ～　★お楽しみ大抽選会（１等：本場結城紬反物）

【まちの駅思季彩館「開運館」】
10:00 ～ 12:00　★着物姿フォトサービス
11:00 ～ 15:00　★お茶席

【おやま本場結城紬クラフト館】
10:00 ～　小物販売、糸つむぎ・地機織り
　　　　　・絣くくりの実演

本場結城紬ユネスコ無形文化遺産登録6周年記念、小山市・結城市友好都市盟約2周年記念事業

6 日に世界のユ

「小山きものの日」着るも楽し、見るも楽し

【生涯学習センター・和室・セミナー室】
10:00 ～　本場結城紬着心地体験（15:00 まで）
　　　　　繭クラフトワークショップ
　　　　　香道体験（10月 17日㈪から電話受付・先着 20人・参加費 1,500 円）

連続講座「中世小山一族」
　小山氏は、北関東屈指の武士団として 400年の長きにわたって活躍し、全国に発展した、大
変幅広く活躍した一族です。そうした小山一族への理解を深めるために、平成28年度は「中世
東国のネットワーク」をテーマに専門家による講座を開催します。ふるってご参加ください。
講座名 日時・場所 講　師 定員（先着）

①「中世下野の武士団と街道」 11月6日㈰14:00 から
中央公民館　視聴覚室

江田郁夫氏
（栃木県立博物館学芸部長） 80人

②「中世の街道と都市」 12月18日㈰14:00 から
中央公民館　視聴覚室

岡陽一郎氏
（東北学院大学非常勤講師） 80人

③「陶磁器から見る中世の地域間交流」平成29年1月15日㈰14:00 から
中央公民館　視聴覚室

浅野晴樹氏（埼玉県立嵐山史跡の
博物館学芸担当） 80人

④「出土遺物と城郭から見る中世小山
　氏の威容」

平成29年2月4日㈯博物館10:00集
合（午前：遺物見学、午後：祇園城
跡見学）　※移動・昼食は各自

秋山隆雄学芸員
（市生涯学習課文化財係） 40人

申込み　氏名、住所、電話番号と参加を希望する講座を電話、メールまたはFAXで文化振興課へ
募集締切り　①11月1日㈫、②12月13日㈫、③1月10日㈫、④1月31日㈫

問文化振興課☎22‒9668/℻  22‒9560
d-bunka@city.oyama.tochigi.jp（無料）

第13回ハンドベルフェスタ in ＯＹＡＭＡ
日時：10月16日㈰　12:30開場　13:00開演
会場：文化センター大ホール（無料）

✿きものを着てイベントに参加しよう✿　上記★は着物着用者の特典

スタンプラリーに参加された方に、「お楽しみ大抽選会」の抽選券をプレゼント。
『小山きものの日応援団　おもてなしの店』（本紙11月号折込予定）で様ざまなサービスが受けられます。
お茶席にてお抹茶と和菓子のおもてなし。
着物姿を写真にしてプレゼント。
「第 9回おもいがわ映画祭」で当日券の割引があります（11月 19日㈯のみ）。
※当日、お持ちの着物を無料で着付けします（10月 21日㈮までに電話で申込み・先着 10人）

特典１
特典２
特典３
特典４
特典5
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問文化振興課☎22‒9694≪市民文化祭予定表≫ 
舞　台　名 期　日 展　示　名 期　間

学校音楽祭（南部） 11/9 ㈬ 絵画展
中学校合同作品展
小学校合同作品展

11/9 ㈬～ 13㈰学校音楽祭（北部）11/10 ㈭
邦楽祭 11/13 ㈰

学校ダンス祭 11/14 ㈪
盆栽展 11/10 ㈭～ 13㈰

会場：道の駅思川評定館歌謡祭 11/20 ㈰
吟詠剣詩舞祭 11/23 ㈬ 書道展 11/16 ㈬午後～ 20㈰
日本舞踊祭 11/26 ㈯ 工芸・デザイン展 11/23 ㈬～ 27㈰
新舞踊祭 11/27 ㈰ 写真展 12/2 ㈮～ 4㈰
洋舞祭 12/3 ㈯
音楽祭 12/4 ㈰

第63回市民文化祭
期間：11月5日㈯～ 12月4日㈰
会場：文化センター・中央公民館他
第26回小山市文化振興大会
　　　（市民文化祭開幕祭）
日時：11月5日㈯13:00 ～ 16:00
会場：文化センター大ホール
　式典　文化祭ポスター展（小学生）表彰式
　　　　文化協会表彰式等
　✿記念公演
　「日本伝統の奇術“江戸の手妻”と水芸」

5　広報小山 2016.10月号

✿記念美術展「小山を彩る作家展」
日時：11月4日㈮13:00 ～ 6日㈰
会場：文化センター小ホール ※4日は呈茶席を開催

車屋美術館

「10×15の世界コンテスト展」作品募集
　1月 7日㈯～ 15 日㈰に開催する「10×15 の世界コンテスト展」の作品を募集します。決まりごとは、10cm
×15cmというサイズだけです。テーマ、技法は自由です。想像力と創造力に溢れた作品をお待ちしています！
●作品応募期間　11月 20日㈰～ 12月 11日㈰必着
●応募作品規定　①サイズ：はがき程度（10cm×15cm）のサイズで作った作品を、記載事項を明記の上、車
　屋美術館に郵送または持参してください。 ② 1人 10点まで ③記載事項：郵便番号、住所、電話番号、氏名（フ
　リガナ）、年齢、作品の上下 ④公表事項：氏名、住所（市名、小山市内は町名） ⑤注意事項：応募作品は返
　却しません。返却を希望される方は、応募する作品に返信用の切手を貼り、宛先
　にご自身の名前と住所をご記入ください。郵送で応募する場合は、作品を封筒に
　入れてお送りください。
●宛　先　〒 329-0214 栃木県小山市乙女 3-10-34
　　　　　車屋美術館「10×15の世界コンテスト展係」
●表　彰　①小山評定賞（市長選）、②思川桜賞（教育長選）、③じゃがまいた賞
　　　　　（美術館長選）、④糸井潤賞（H28特別審査員）　各 1点
●開会式・表彰式　平成 29年 1月 7日㈯ 9時 30分から
　　　　　　　　 ※受賞者へは個別に通知しますので、表彰式へご出席ください

『市民に役立つ身近な情報発信図書館』を目指して
11月 1日㈫から図書館のコンピュータシステムが新しくなります！
New　自動貸出機でスピーディーな貸出を！ 中央図書館に新たに自動貸出機 2台を設置します。ご自　
　　　　分で複数の図書の貸出がスピーディーにできるようになります。
　　　　※従来どおりサービスデスクでの貸出もできます。返却はこれまでどおりサービスデスクへお持ちください
New　ＩＣゲートを設置します！ 中央図書館の出入口 2カ所にＩＣゲートを設置し、蔵書の管理を行います。
New　デジタルサイネージで情報を発信します！ 中央図書館にデジタルサイネージ 2台を
　　　　設置し、小山市の映像や中央図書館からのお知らせを放映します。
New　ホームページをリニューアルします！ 中央図書館のホームページがさらに見やすく、
　　　　ご自分の読書記録を管理できる「マイ本棚」など新しい機能も加わり、リニューアルします。

■システム入替作業と蔵書点検のため、10月22㈯～31
㈪は中央図書館、小山分館、間々田分館、桑分館、各
公民館図書室・配本所は休館、ホームページは利用で
きません。
　資料は中央図書館、間々田分館、桑分館の「夜間・休館日
用返却ポスト」、小山分館の「返却ポスト」へお返しください。
※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館からの借用資料は、破
損の恐れがありますのでポストへの返却はご遠慮ください

■ご注意ください
①システムの移行に伴い旧ホームページの「予約かご」に入って
　いる資料の情報は引き継がれません（予約資料は移行されます）。
② 11月 1日以降はこれまでのパスワードは利用できません。現
　在パスワードを設定している方は、初回に利用者カードの番号
　とご自分の生年月日を西暦 8桁（例：1980 年 11 月 1 日生ま
　れの方は 19801101）でログインし、パスワード（4桁～ 8桁
　のアルファベットと数字）の再設定をしてください。

問中央図書館☎21‒0753

問車屋美術館☎41‒0968

「平成 27 年度小山評定賞」
峯村　杏美さん

※いずれも入場無料

✿は小山市文化協会創立40周年記念事業

✿記念文芸作品集出版
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熱く燃えた「おやまっ子」の

（全国大会8位以上）

　今年の夏も「おやまっ子」たちは、暑さに負けず
がんばりました。その活躍を紹介します。

広報小山 2016.10月号　6

2016夏
カラテドリームフェスティバル2016
国際大会新極真カラテ全国新人戦 組手

優勝
小学三年生男子青帯

萱
橋
小
3
年

上か
み
じ
ょ
う條

徳の
り
ち
か睦 

選
手

優勝
小学一年生女子

大
谷
北
小
１
年

立た
ち
ば
な花

梨り

り

か
々
嘩 

選
手

準優勝
小学四年生男子青帯

羽
川
小
4
年

野の
む
ら村

珀は
く
と翔 

選
手

準優勝
小学三年生男子黄帯

大
谷
北
小
3
年

立た
ち
ば
な花

勇ゆ
う
ま磨 

選
手

リトルシニア日本選手権大会

優勝 〔栃木下野リトルシニア〕

小山城南中3年
瀬
せ と が わ

戸川雅
まさのぶ

信 選手
小山城南中2年
大
おおさと

里侑
ゆう や

也 選手
小山城南中3年
松
まつくら

倉亮
りょうた

太 選手

ハットリ・キッズ
　　・食育・クッキングコンテスト

優勝

大谷北小6年
丸
まるやま

山楓
ふうか

佳 選手

NPBガールズトーナメント2016

準優勝〔栃木スーパーガールズ〕
小
山
城
南
小
６
年

大お
お
ぐ
り栗
波は

の
ん音 

選
手

小
山
城
南
小
５
年

原は
ら

麻ま

り

あ
里
亜 

選
手

原
麻
里
亜
選
手

全国JOCジュニアオリ
ンピックカップ夏季水
泳競技大会

3位

大
谷
中
１
年

落お
ち
あ
い合

颯そ
う
い唯 

選
手

全日本空手道
剛柔会全国大会

3位

間
々
田
小
２
年

外そ
と
ま間
春は

る
き喜 
選
手

7位
（53㎏級）

大谷中3年　
倉
くらもち

持真
ま ゆ き

幸 選手

全国女子中学生ウエイトリフティング
競技選手権大会

ベスト8

文部科学大臣杯 第59回小学生・
中学生全国空手道選手権大会 団体

小山城南中3年

生
いくた
田岳
たけし
士 選手

ベスト8

全日本硬式空手道選手権大会

間々田東小2年

入
いりえ
江 武
いさむ
 選手

ベスト8

全日本硬式空手道選手権大会

間々田東小6年

入
いりえ
江 歩
あゆみ
 選手

ベスト8

全日本空手道連盟剛柔会
全国空手道選手権大会

小山城北小3年

山
やまもと
本結
ゆづき
月 選手

ベスト8

小山城南小6年

黒
くろかわ
川拓
たくま
真 選手

全日本少年少女武道錬成大会
(剣道)

全国男子中学生ウエイトリフティン
グ競技選手権大会

5位
（50㎏級）

間々田中１年
須
すと う ゆ き ひ ろ

藤之博 選手

空手道糸東会全国選手権大会

5位

大谷東小3年
佐
さ と う ふ う た

藤楓太 選手

全日本少年少女武道錬成大会
（なぎなた）

小山城南小３年
梅
うめやま

山快
よ し と

音 選手

ベスト4

羽
川
小
６
年

吉よ
し
だ田
有ゆ

り里 

選
手

200ｍメドレー
リレー

50ｍバタフライ8位
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7　広報小山 2016.10月号

【現地研修 主な行程】
 1 日目　出発式　広島平和記念公園・平和記念資料館見学
 2 日目　平和記念式典参列　大和ミュージアム見学（呉市）　灯ろう流し
 3 日目　被爆体験講話　到着式

【 派 遣 団 員 の 感 想 】
　今回の派遣で、普段ふつうの生活を送れているこ
とをありがたく感じました。特に資料館でみた「水
をください」という文字から、当時の悲惨な光景が
浮かんできました。どれだけの命が奪われ、どれだ
けの人が苦しんだことか・・・。今の平和な世の中は、
戦争や原爆の悲しみや苦しみを乗り越えてきた方々
のおかげです。私たちには、平和な未来を築いてい
く責任があると決意を新たにしました。

　この３日間で「本当の平和」について学ぶことが
できました。「戦争はやってはいけないこと」を言葉
でしか理解できなかった自分の知識を、広島派遣で
大きく広げることができました。肌を通して学んだ
からこそ実感できた戦争の悲惨さは、心に深く刻み
込まれました。ここで学んだことを多くの方々に語
り継いでいき、あの日の出来事を風化させないこと
が派遣団としての使命ではないでしょうか。

　「戦争や原爆はいけない。」広島派遣を通して、そ
の思いが強くなりました。平和記念資料館には、目
を背けたくなるような展示物が数多くありました。
71年前にこんな悲惨な出来事があったなんて、信じ
られませんでした。広島で経験したことは、これか
らの将来のための大きな財産となりました。学んだ
ことを一人でも多くの人に伝え、一日でも早く平和
な世界を築いていきたいです。

　今回の広島派遣事業で、平和について深く考え、い
ろいろなことを学ぶことができました。平和記念式典
では、世界が平和を目指している今、自分には何がで
きるのかを考え、共有しなくてはいけないと思いまし
た。被爆体験講話では、中学生の時に被爆した井口さ
んが、原爆が投下された 71年前の広島の様子をまる
で昨日のことのように語ってくださいました。「平和
とは安心して暮らせるということであり、戦争は絶対
にいけない。」という言葉が強く心に残りました。

　71年前に起きたあの悲劇を二度と繰り返してはい
けないということを、３日間で強く感じました。原
爆ドームや平和資料館を見学したり、平和記念式典
へ参加したりしたことで、被爆者の方々の思いを感
じ、平和を心から願う多くの人たちがいることも実
感できました。今、私たちができること、やるべき
ことは、この貴重な体験を身近な人たちに伝えるこ
とです。

平成2８年度広島平和記念式典中学生派遣団報告記
                                                            ８月５日㈮～７日㈰

　小山市では、平和活動のリーダーを育成することを目的に、県内に先駆けて平成 8年度から、中
学生の代表を広島平和記念式典に派遣しています。今年は野木町に加え、結城市との合同派遣団を
結成しました。

問行政経営課
 ☎ 22‒9313
　教育総務課
 ☎ 22‒9646

問行政経営課

８月６日　過去から学んで未来を変えよう
　　　　　　　　　　自分たちのその一歩から

【平成 28年度　広島平和記念式典中学生派遣団】
小　山　中　稲葉　麻璃亜・大出　愛子・山本　陽太
小山第二中　関　裕翔・鉃羅　朋佳
小山第三中　小松　寛弥・平川　勇翔・吉浜　舞
小山城南中　慶野　光・モレ　ホルヘ・菅田　夏鈴
大　谷　中　鈴木　大翔・中原　茉生・慶野　那碧
間 々 田 中　藤田　萌花・栗又　綾音・毛塚　凛
乙　女　中　池田　紗雪・中嶋　大智
豊　田　中　板橋　水希・川津　雅
美　田　中　上野　莉香子・打田　周
桑　　　中　甲野藤　尚紀・清水　優斗・古川　陽菜
絹　　　中　堀江　真輔・山川　まどか
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栃木県知事選挙のお知らせ
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問選挙管理委員会☎22‒9481

◇
期
日
前
・
不
在
者
投
票

　

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
等

で
投
票
で
き
な
い
方
は
『
期
日
前

投
票
』
が
で
き
ま
す
。
投
票
所
で

「
宣
誓
書
兼
請
求
書
」
に
記
載
し
、

受
付
係
に
提
出
し
ま
す
。
投
票
用

紙
を
受
け
取
り
、
記
載
台
で
記
入

し
た
ら
投
票
箱
に
入
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、18
歳
を
迎
え
る
方
が
、

誕
生
日
の
前
日
よ
り
前
に
す
る
投

票
や
、
滞
在
先
市
区
町
村
で
行
う

投
票
、指
定
病
院
・
指
定
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
で
の
投
票
は
『
不
在
者
投

票
』
に
な
り
ま
す
。
期
日
前
・
不

在
者
投
票
を
行
う
場
合
に
は
、
入

場
券
が
な
く
て
も
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
入
場
券
が
届
い

て
い
れ
ば
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

 

「
宣
誓
書
兼
請
求
書
」
は
期
日

前
・
不
在
者
投
票
所
に
備
え
て
あ

り
ま
す
が
、
希
望
す
る
方
に
は
郵

送
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。ま
た
、

告
示
日
の
約
1
週
間
前
に
は
、
小

山
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
様
式
を

掲
載
し
ま
す
。
自
宅
等
で
所
定
の

事
項
を
自
書
し
、
期
日
前
・
不
在

者
投
票
所
に
持
参
し
て
も
投
票
で

き
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

遠
隔
地
に
滞
在
し
て
い
る
場
合
の

不
在
者
投
票

　

期
日
前
投
票
期
間
お
よ
び
投
票

日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
等
で
小
山

市
に
い
な
い
た
め
投
票
が
で
き
な

い
方
は
、
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委

員
会
で
投
票
が
で
き
ま
す
。
遠
隔

地
に
滞
在
し
て
い
る
場
合
の
不
在

者
投
票
は
、
何
度
か
郵
便
で
の
や

り
と
り
が
あ
る
た
め
、
投
票
が
完

了
す
る
の
に
日
数
が
か
か
り
ま

す
。
希
望
す
る
場
合
は
お
早
め
に

小
山
市
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者

手
帳
・
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を

お
持
ち
で
、
公
職
選
挙
法
に
よ
り

表
１
の
要
件
に
該
当
す
る
（
原
則

自
書
で
き
る
）
方
は
、
自
宅
で
郵

便
等
に
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
郵
便
等
に
よ
る
投
票
が

で
き
、
か
つ
表
２
の
要
件
に
該
当

す
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
届
け
出

た
代
理
人
に
代
理
記
載
を
依
頼
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

郵
便
等
に
よ
る
投
票
を
す
る
た

め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
郵
便
等

投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
、お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

投票所 期間•時間

市役所（別館 1階会議室１）11/4 ㈮～ 19㈯8:30 ～ 20:00

小山東出張所
平
日
の
み

11/4 ㈮～ 18㈮
8:30 ～ 17:00

出張所（大谷・間々田・生井・
寒川・豊田・中・穂積・桑・絹）

11/14 ㈪～ 18㈮
8:30 ～ 17:00

小山城南市民交流センター 11/15 ㈫～ 18㈮
8:30 ～ 17:00

期日前・不在者投票日程
手帳の種類 障がい等

身体障害者
手帳

両下肢、体幹、移動機能の障がい 1級または２級
心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸の障がい 1級または３級
免疫、肝臓の障がい 1級から 3級

戦傷病者
手帳

両下肢、体幹の障がい 特別項症から第２項症
心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓の障がい 特別項症から第 3項症

介護保険の
被保険者証 要介護状態区分 要介護 5

表 1　郵便等による不在者投票ができる方

手帳の種類 障がい等
身体障害者手帳 上肢、視覚の障がい 1級
戦傷病者手帳 上肢、視覚の障がい 特別項症から第２項症

表 2　代理記載制度を利用できる方

■図書館を拠点に活動する団体によるパネル展示
日　時　11月5日㈯ 10:00 ～ 19:00
　　　　11月6日㈰   9:00 ～ 15:30
会　場　2階 視聴覚ホール
内　容　各団体の活動報告展示
■リサイクル市
日　時　11月5日㈯ 10:00 ～ 16:00
　　　　11月6日㈰ 10:00 ～ 15:00
会　場　2階 第1集会室
内　容　リサイクル資料（図書・雑誌）の譲渡
　　　　※持ち帰り用の袋をご持参ください
■参加型英語読み聞かせの会
日　時　11月5日㈯ 11:00 ～ 12:00　　
会　場　1階 児童開架室おはなしコーナー
内　容　英語絵本の読み聞かせ

中央図書館まつり
■文化的で有益な話を聞く会　「異文化をみる視点」
日　時　11月5日㈯ 13:30 ～ 15:00 　入場無料
会　場　2階 視聴覚ホール　※先着100人
講　師　結城　史隆氏 (白鷗大学教育学部教授)
申込み　11月4日㈮までに中央図書館へ電話で申込み
■郭公の会　朗読発表会
日　時　11月6日㈰10:00 ～ 11:30
会　場　2階 視聴覚ホール 
内　容　文芸作品の朗読　
■はなしのこべや　おはなし会
日　時　11月6日㈰ 14:00 ～ 14:30
会　場　1階 児童開架室おはなしコーナー
内　容　すばなし・絵本の読み聞かせ

問中央図書館
☎21‒0753　

11月5日㈯9:30 ～ 19:00
6日㈰9:00 ～ 16:00

告示日：11 月 3日㈭
投票日：11 月 20 日㈰ 7:00 ～ 20:00

10 月 27 日㈭～ 11 月 9日㈬は第 70 回読書週間です。
標語「いざ、読書」

《栃木県知事選挙の注意点》
◇小山市から栃木県外への転出→投票できません。
◇小山市から栃木県内への転出→県内市町への転出回数が１回で、転
出先市町の選挙人名簿に登録されていない方に限り『引き続き県の区
域内に住所を有する旨の証明書』（県内すべての市町の住民登録窓口で
発行可能）の交付を受け小山市の投票所に提示すると投票できます。
　ただし、小山市に住民登録していた期間により投票できない場合も
ありますので、詳しくは小山市選挙管理委員会にお問い合せください。

《投票について》
　選挙人名簿に登録された次の方が投票できます。
　平成 10年 11月 21日以前に生まれた方で、平成 28年 8月 2日以
前に小山市において住民票が作成され、引き続き 3カ月以上小山市の
住民基本台帳に記録されている方
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学校名 期　日 開始時間
小山第一小 11月 22日㈫ 第 5校時 13:45
小山第二小 11月 22日㈫ 第 5校時 13:40
小山第三小 11月 22日㈫ 第 5校時 13:25

小山城南小
11月 22日㈫
1～ 3年生
11月 25日㈮
4～ 6年生

第 5校時 13:55

旭 小

11月 22日㈫
4～ 6年生
ほほえみ1・3組(4年生)
11月 24日㈭
1～ 3年生
なかよし 1・2組、ほほえ
み 2・3組（２・３年生）

第 5校時 14:00

小山城北小 11月 25日㈮ 第 5校時 13:40
若 木 小 11月 30日㈬ 第 5校時 13:35
小山城東小 11月 24日㈭ 第 5校時 13:40
大 谷 東 小 11月 25日㈮ 第 5校時 13:55
大 谷 南 小 11月 24日㈭ 第 5校時 13:50
大 谷 北 小 11月 30日㈬ 第 5校時 13:40

間 々 田 小
11月 24日㈭
3・5・6年生
11月 25日㈮
1・2・4年生

第 5校時 13:50

乙 女 小 11月 22日㈫ 第 5校時 13:20
間々田東小 11月 30日㈬ 第 5校時 13:50
下 生 井 小 11月 25日㈮ 第 5校時 13:40
網 戸 小 11月 30日㈬ 第 5校時 13:40

学校名 期　日 開始時間
寒 川 小 11月 25日㈮ 第 5校時 13:20
豊 田 南 小 11月 30日㈬ 第 5校時 13:40
豊 田 北 小 11月 30日㈬ 第 5校時 13:55
穂 積 小 11月 22日㈫ 第 5校時 13:35
中 小 12月　7日㈬ 第 5校時 13:25

羽 川 小

11月 24日㈭
4～ 6年生
11月 25日㈮
1～ 3年生
あおぞら・そよかぜ

第 5校時 13:40

羽 川 西 小 11月 24日㈭ 第 5校時 13:55
萱 橋 小 11月 26日㈯ 第 3校時 10:15
福 良 小 11月 30日㈬ 第 4校時 13:00
梁 小 12月　2日㈮ 第 5校時 13:50
延 島 小 11月 30日㈬ 第 5校時 13:50
小 山 中 11月 16日㈬ 第 5校時 13:20
小山第二中 11月 16日㈬ 第 5校時 13:30
小山第三中 12月 2日㈮ 第 5校時 14:10
小山城南中 11月 16日㈬ 第 5校時 13:30
大 谷 中 11月 15日㈫ 第 5校時 13:40
間 々 田 中 11月 17日㈭ 第 5校時 14:00
乙 女 中 11月 16日㈬ 第 5校時 13:35
豊 田 中 11月 17日㈭ 第 5校時 13:30
美 田 中 11月 18日㈮ 第 5校時 13:20
桑 中 12月　3日㈯ 第 5校時 13:40
絹 中 11月 30日㈬ 第 5校時 13:30

■小・中学校の道徳授業公開予定日

全小・中学校で道徳の授業を公開します !
～心を育てる学校教育の週間 2016 ～　11 月 14 日 ㈪ ～ 12 月 2日 ㈮

子どもたちの心を豊かに育てる

9　広報小山 2016.10月号

問こども課 
☎22‒9614・9615

平成29年 4月からの保育園・認定こども園・保育所の
入園・入所および予約申込みについて
申込期間　10 月 31 日㈪～ 11 月 11 日㈮　※土・日・祝日を除く 8:30 ～ 17:15
受付場所　○第 1希望が私立保育園または認定こども園の方 ⇒ 直接各保育施設へ

○第 1希望が公立保育所、東城南とまと保育園 (仮 )、平成 29年 4月より認定こども園に移行予
　　　　　　定の幼稚園（梅ヶ原幼稚園、みのり幼稚園）の保育認定の方 ⇒ こども課（保健・福祉センター 2階）
対　　象　次のいずれかに該当し、保護者のほかに児童を保育する方がいない家庭
　　　　　◆就労　◆妊娠・出産　◆保護者の疾病、障がい　◆同居親族の介護・看護　 ◆災害の復旧など
予　　約　現在 7時間以上就労していて、平成 29年 5月～ 12月中に産休または育休から同じ職場に復帰の
　　　　　のため入所を希望している方（出産前でも入所予約可能）　※兄弟、姉妹も予約ができます
持 ち 物　申込書・添付書類（就労証明書など）・母子手帳　※お子さんと一緒にお越しください
説 明 会  日時　10 月 8日㈯ 10:30【10:10 開場】
　　　　場所　文化センター小ホール　※入所に必要な書類をお渡しします

 問学校教育課    
 ☎22‒9633

　次の世代を担う子どもたちの心を豊かに育んでいくためには、保護者の皆さんはもちろん、地域の方々にも、
道徳教育へのご理解とご協力をいただくことが大切です。
  期間中は、下記の日程により市内の各小中学校で道徳の授業を公開します。子どもたちの心を豊かに育てるた
めに、学校・家庭・地域の方々が一緒になって考える機会にしたいと思います。
  平成 27年度は、子どもたちのご家族や地域の方々等、38校合わせて 9,500 人近くの方が参加され、子どもた
ちの心を育てるための学校の取組や、道徳教育の大切さについてご理解を深めていただきました。
　今年度も、ご家族や地域の方々のご参加を心よりお待ちしています。
　なお、実施の詳細については、各学校の「学校だより」等をご覧いただくか、学校に直接お問合せください。
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工事の種類 規模の基準
建築物の解体工事 延床面積 80㎡以上
建築物の新築・増築 延床面積 500㎡以上
建築物の修繕・模様替（リフォームなど） 工事金額 1億円以上
その他の工作物に関する工事（土木工事等）工事金額 500万円以上

 広報小山 2016.10 月号　10

10 月より公的年金から特別徴収が始まる方へ
～お知らせ～
　公的年金からの特別徴収とは、公的年金を受給し
ている方が、市県民税を年金からの差し引きにより
納税する制度です。
　平成 28 年度分で初めてこの制度の対象者になっ
た方や、前年度途中で特別徴収が停止になった方は、
10月支払い分の公的年金から市県民税の特別徴収が
始まります。
《対象となる方》
●平成 28年４月１日（基準日）現在 65歳以上
●平成 27 年中に支払われた公的年金などに対し市
　県民税が課税されている
●平成 28 年 1月 1日以降、引き続き小山市内に居
　住している
●公的年金から介護保険料が特別徴収（差引き）さ
　れている
※対象となる方は、6月に通知済みの『市民税・県
民税（普通徴収）納税通知書』の 4枚目、『公的年金
からの特別徴収（差引き）について』に税額等の記
載がありますのでご確認ください。なお、公的年金
所得について計算した税額のうち、すでに普通徴収
で納めていただいた分を除く税額を特別徴収で納め
ていただきます
◆年度途中で特別徴収が停止になった方へ
　特別徴収が停止し、年金から差引きできなかった
税額は、納付書または口座振替で納めていただきま
す。後日、納税通知書を送付いたしますので、ご確
認ください。また、特別徴収の停止処理には複数の
機関が関わり時間を要するため、一時的に納めすぎ
になってしまう場合があります。この場合、納めす
ぎになった額は、後日還付します。

問市民税課☎22‒9425市県民税の特別徴収について

 10 月 15日㈯～ 21日㈮は
            違反建築防止週間です
  ～建築基準法のルールを守って
　　　　　　　　　住み良いまちづくり～
　建築基準法は建物を建てるにあたり、皆さんの
生命、健康、財産を保護するため、地震や災害な
どに対する安全性の確保に関する基準を定めてい
ます。この基準は建物を建てる人、所有する人ま
たは管理する人にとって、最低限守らなくてはい
けないものです。あなたの所有する建物、あるい
は建築中の建物が建築基準法のルールを守ったも
のであるか、点検を心がけましょう。

小山市空き家バンク制度
～空き家を有効活用しませんか？～
　あなたの空き家を登録して、売却・賃貸し
ませんか？詳しくは、お問合せください。
問建築指導課空き家対策室☎ 22‒9824

事業主の皆さまへ～お知らせ～
　小山市ならびに栃木県内各市町では、平成 27年度より、
給与所得者に係る市民税・県民税の特別徴収一斉指定を
行っており、地方税法の規定に該当する事業主を特別徴収
義務者に指定しています。
◆個人住民税の特別徴収とは、所得税の源泉徴収と同様に、
給与支払者である事業主が、従業員に毎月支払う給与から
個人住民税を差し引き（給与天引き）、納税義務者である従
業員に代わって、従業員が住む市町村ごとに納入する制度
です。
◆前年に給与の支払いを受け、かつ 4月 1日現在におい
て引き続き給与の支払いを受けている従業員が対象となり
ます。年度途中で入社した従業員については、「特別徴収
への切替申請書」による申請をすることにより、随時、特
別徴収へ切り替えることが出来ます（申請時に普通徴収の
納期限を過ぎている税額は対象になりません）。
◆平成 29年度（平成 28年分）給与支払報告書を提出いた
だく際（提出期限：平成 29 年 1 月 31 日）、普通徴収に切
り替える従業員がいる場合は、「普通徴収への切替理由書」
を併せて提出してください。切替理由書により普通徴収へ
の切替を申し出た場合でも、確認の結果、特別徴収とする
ことがあります。なお、平成 29 年度より給与支払報告書の
様式が変更になりますので、記入の際はご注意ください。
◆「普通徴収への切替理由書」には、普通徴収へ切り替え
る理由ごとに該当人数をご記入ください。併せて、給与支
払報告書（個人別明細書）の摘要欄に、普通徴収に切り替
える該当理由の略号をご記入ください。
◆給与支払報告書の提出後に退職等の異動が生じた従業員
がいた場合、「給与所得者異動届出書」をご提出ください。
提出がありませんと、当該従業員につきましても平成 29
年度の特別徴収納税義務者の対象となります。
※詳細は、市ホームページをご覧ください

10月は建設リサイクル法の
パトロール強化月間です

　解体業者と発注者に適正な分別解体および再資源化の意識と関心
の向上のため、全国一斉に建築現場等のパトロールを実施します。
　一定規模以上で特定建設資材※の廃棄・使用のある建設工事を行
う場合、工事の発注者は、工事に着手する 7日前までに、分別解
体の計画について、建設リサイクル法の届出が必要となります。
◆工事現場には、標識を掲げましょう。
◆工事現場内で分別解体等をしましょう。
【対象となる建設工事】

※特定建設資材とは、木材、コンクリート、アスファルト・コンクリー
ト、コンクリートと鉄から成る建材（PC板など）のことです

問建築指導課☎22‒9233
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新小山市民病院独法後3年目の
　　　　業務実績に対する評価結果
　「新小山市民病院評価委員会」において、新小山市民病院の平成２７年度業務実績について評価され、市長に報
告がありました。（評価委員会とは、地方独立行政法人法により、新小山市民病院に対する評価を行うため、市が
設置した委員会です。）
■地域から信頼される病院に変わりました
　新市民病院と一次医療機関（かかりつけ医として日常的な病気の診療を行う診療所・クリニックなど）の医師に
よる顔の見える情報交換会の定期開催や、「患者支援センター」の新設等の取組みにより、地域医療の連携を強化
したことでお互いの信頼関係が深まりました。

　平成27年度は新病院建設の年で非常に厳しい年でしたが、島田和幸理事長を筆頭に職員が一丸となって取組ん
だ結果、法人の公共性および経済性を両立させた健全な経営につながり、3年連続黒字経営を達成し、大変順調
に進んでいるという評価をいただきました。

小山いきいき好齢者応援窓口・応援サイト

◆所 在 地　小山市中央町2-2-21　保健福祉センター 4階（高齢生きがい課内）
◆開 設 日 時　月・火・水・木・金曜日(年末年始・祝日除く)　8:30 ～ 17:15
◆応援サイト　www.oyama.city-ikiiki.com

問地域医療推進室☎27‒0500

問高齢生きがい課☎22‒9852

活力のある豊かな社会を築く～充実したセカンドライフを送りたいと考えている方へ～

　断らない救急医療をめざし、「小山医療圏の脳と心臓
を守る」脳卒中チームと循環器チームの体制を整えるな
ど救急のバックアップ体制の整備や「脳卒中センター」
の新設などにより、救急車による搬送患者数、入院患
者数、外来患者数が増えました。

平成24年度実績 平成27年度実績
救急搬送患者数 　　 2,629人 　　 3,438人
入院患者数 　　 81,757人 　　 89,010人
外来患者数 　　151,866人 　　154,837人

■急性期医療を担う地域の中核病院として、より充実しました

平成24年度実績 平成27年度実績
紹介率

(新市民病院を受診した患者のうち、かかりつけ医や他の  
 医療機関から紹介状を持参されて来院した患者の割合)

40.7% 76.6%

逆紹介率
（新市民病院を受診した患者のうち、新市民病院から  
 かかりつけ医や他の病院へ紹介した患者の割合）

43.3% 83.5%

　このことにより、平成27年5月に「地域医療支援病院」として、県の承認が得られました。

このことにより平成27年度の医業収益は、過去最高の 64億7,800万円となりました。

　これまでに培ってきた経験や知識を活かし、ボランティア活動を始めたい、新たな知識を学びたい、仲間づ
くりをしたい、サークルに入りたい、趣味・スポーツ活動をしたいなどとお考えのシニア世代の方々を応援す
る総合窓口が、10月3日㈪にオープンします。　
　窓口では、相談員が一人ひとりの経験や興味、希望する活動の内容などを詳しくお聞きし、相談される方に
とって最適な活動ができるようサポートします。

問子育て・家庭支援課☎ 22‒9626第 7回オレンジリボンたすきリレー
日時：11月 12 日㈯ 9:30 ～ 12:00ランナー・ボランティア募集！

　市では、児童虐待防止の象徴である「おやま生まれのオレンジリボン」をたすきにしたて「たすきリレー」を
行っています。このたすきリレーやキャンペーン活動に賛同し、ランナーやボランティアとして参加してくだ
さる方を募集します。

＜申込み＞子育て・家庭支援課または市ホームページの申込書に必要事項を記入の上、10月 31日㈪までに
同課へ郵送（〒 323-8686 住所不要）、FAX（22-9618）または直接提出してください。※詳細は要問合せ

（地独）新小山市民病院第 2期中期目標（素案）に対するパブリックコメント
　【募集期間】10 月 12日㈬～ 25日㈫　【閲覧場所】地域医療推進室、各出張所、市HP
　【意見の提出方法】下記のいずれかの方法で提出してください。
　　　　　　◆郵送　〒 323-8686（住所不要）健康増進課地域医療推進室あて　 ◆℻   27-0506
　　　　　　◆     d-kenko@city.oyama.tochigi.jp　　◆直接持参　地域医療推進室（神鳥谷 2251-7）

問地域医療推進室☎27‒0500
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⑶ 再任用制度および任期付職員制度の実施状況
【平成 28年 4月 1日現在】

　本格的な高齢社会に対応するため、職員の長年培った知識・経験
を活用するとともに、定年退職から年金支給開始までの間の生活を
支える仕組みとして、再任用制度を導入し、働く意欲と能力のある
定年退職者等を再雇用しています。
　また、厳しい財政状況下において高度化、多様化する住民ニーズ
に的確に対応した行政サービスを実現するため、平成 18年から任
期付職員制度を導入し、専門知識や技量を有する者等を一時的、限
定的業務に任期を区切り採用しています。さらに、平成24年から、
本市独自の学級編成基準に基づき、複式学級を解消するため、市費
負担の任期付教職員を採用し、より充実した教育環境の醸成を図っ
ています。

職種  　                  区分 常時勤務職員 短時間勤務職員 合 計

再任用
職員

一般行政職 1人 34 人 35 人
技能労務職 0人 14 人 14 人
消　防　職 0人 5人 5人
合 計 1人 53 人 54 人

任期付
職員

一般行政職 1人 13 人 14 人
教育職 6人 0人 6人
合 計 7人 13 人 20 人

育児休業代替
任期付職員

一般行政職 7人 0人 7人
合 計 7人 0人 7人

⑸ 部門別職員数の状況【平成 28年 4月 1日現在】
部門 区分 職員数

一
般
行
政
部
門

議　会 10 人
総　務 230 人
税　務 56 人
民　生 168 人
衛　生 61 人
農林水産 47 人
商　工 25 人
土　木 139 人
小　計 736 人

部門  区分 職員数

部
門

特
別
行
政

教　育 105 人
消　防 201 人
小　計 306 人

普通会計 1,042 人

会
計
部
門

公
営
企
業
等

病　院 0人
水　道 21 人
下水道 22 人
その他 50 人
小　計 93 人

合　　　計 1,135 人
※職員数は一般職に属する職員数で ､地方公務員の身分を保有する休職者 ､
派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています

⑶ 職員の平均給料・給与月額、平均年齢の状況【平成 27年 4月 1日現在】

※「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居
手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したものです
※「平均給与月額 国ベース」は、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、
特殊勤務手当等の手当が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同じ
ベースで再計算したものです
※「年収ベース」は、平均給与月額を12倍したものに、前年度に支給された期
末・勤勉手当の額を加えた試算値です

区　分 平均
年齢

平均給料
月額

平均給与月額 年収ベース
（試算値）〃国ベース

小山市
一般行政職 42.0 歳 320,400 円

402,497 円
6,362 千円

354,233 円

技能労務職 53.1 歳 331,700 円
370,136 円

5,926 千円
351,411 円

国
一般行政職 43.5 歳 334,283 円

ー
未公表

408,996 円

技能労務職 50.2 歳 289,141 円
ー

未公表
328,318 円

⑹ 職員数の推移【各年 4月 1日現在】
　市では、平成12年度から5カ年ごとに「定員適正化計画」を作成し、
事務事業の見直しや指定管理者制度・民設民営化の導入、業務の IT
化などを行い、定員の適正管理に取組んできました。その結果、平
成 12 年から平成 27 年までの 15 年間で合計 717 人の職員が削減
され、本市行政のスリム化に一定の成果を得たところです。平成27
年度からは、職員数の維持や能力向上に重点を切り替え、定員の適
正管理を進めております。

　人事行政の公正性・透明性を高めるため、「小
山市人事行政の運営等の状況の公表に関する条
例」に基づき、市民の皆さまに本市職員の任用、
給与、勤務条件などの状況を公表します。

小山市人事行政の運営等の状況のお知らせ

⑷ 職員の初任給等の状況【平成 28年 4月 1日現在】
区　分 小山市 国

一般行政職
大学卒 176,700 円 176,700 円
高校卒 144,600 円 144,600 円

技能労務職 高校卒 130,300 円 ー

⑴ 採用試験の実施状況【平成27年4月2日～平成28年4月1日採用者】
試 験 区 分 受 験 者 合 格 者

事務職員
一般事務 183 人 34 人
自己アピール採用（一般事務） 6人 1人
身体障がい者対象（一般事務） 0人 0人

技術職員

土木技師 15 人 5人
建築技師 5人 2人
機械技師 14 人 1人
保健師 12 人 4人
紬織士 0人 0人
保育士 31 人 5人

消　防　職　員 69 人 15 人
合　　　　　計 335 人 67 人

１ 職員の任免および職員数に関する状況

⑵ 昇任の状況【平成 27年 4月 2日～平成 28 年 4月 1日】
　昇任試験および小山市職員試験委員会における選考により昇任を
行っています。

職　名 昇任者数 職　名 昇任者数
参　事 9（ 2）人 主　任 55（26）人
副参事 14（ 4）人 主　査 22（12）人
主　幹 15（ 7）人 業務主任 2（ 1）人
副主幹 36（ 7）人

※括弧内は女性職員数です。消防職は含みません

⑷ 職員の離職の状況【平成 27年度実績】
職種 一般行政職 技能労務職 消防職 小計 警察職 教育職 合計

退職者数 49 人 5人 10人 64 人 1人 10人 75人
※派遣元への帰任等を含みます

⑴ 人件費の状況（平成 27年度普通会計決算見込）

歳出額　606 億 8,771 万円

人件費 89億 1,306 万円
（人件費比率 14.7％） ※平成 28年 9月 1日現在見込

2 職員の給与、勤務時間その他の勤務条件の状況

※H25 の大幅な減少は、小山市民病院の平成 25年 4月 1日地方独立行政法人移行によるも
のです
※H28の職員数が 5人増となっているのは、育児休業代替任期付職員 7人を含むことによる
ものです

1000

1500

2000

H25H24H23H22H21H20H19H18H17H16H15H14H13H12H11

1849 1847

1784
1759

1600

1713
1672 1642

1617
1570 1550

1519
1493

1473

1167 11411130

（人）

H26 H27 H28

1135

＜職員数の推移＞

※平成 28年 9月 1日現在見込

⑵ 職員給与費の状況（平成 27年度普通会計決算見込）

※平成 27年 4月 1日現在の職員数は 1,095 人です。教育長は除き、任期付
および再任用の短時間勤務職員 53人を含んでいます

給料
36 億 4,121 万円
60.6％

職員手当 ( 退職手当除く )
9 億 6,014 万円　16.0％

期末勤勉手当
14 億 772 万円
23.4％

給与費総額　60 億 907 万円

問職員活性課☎ 22‒9362
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⑹ ラスパイレス指数（国家公務員を 100 とした場合）
区　分 平成24年度 （参考値）

平成 24年度 平成 25 年度 （参考値）
平成 25年度 平成 26 年度 平成 27 年度

一般行政職
小山市 108.9 100.6 108.2 99.9 100.0 99.1
県内市平均 108.1 99.9 107.5 99.7 100.0 99.4

技能労務職 小山市 120.4 114.2 119.9 113.7 111.1 110.8
※平成 19 年度より給料を 1～ 2%削減しています（主事級職員は除く）。ただし、
技能労務職員は平成 20年度は 5%、21年度は 6%、22～ 23年度は 7%一律削減し
ています。平成 24年度から技能労務職員は、7％削減後の給料表を制定しています
※「参考値」は、国家公務員の時限的な（2年間）給与改定特例法による措置
がないとした場合の値です
⑺ 一般行政職の級別職員の状況等【平成 28年 4月 1日現在】

区　分 8級 7級 6級 5級 4級 3級 2級 1級
標準的な職務内容 部長等 課長・所長 係長 主査・主任 主事・技師等
職員数（人）計 653 13 15 49 141 144 64 129 98
構成比（％） 2.0 2.3 7.5 21.6 22.1 9.8 19.8 15.0

参
考

前年の職員数（人） 16 10 62 132 179 51 124 88
前年の構成比（％） 2.4 1.5 9.4 19.9 27.0 7.7 18.7 13.3

⑸ 職員の経験年数別､学歴別平均給料月額の状況【平成28年4月1日現在】

区　分 経験年数 7 年
以上 10 年未満

経験年数 10 年
以上 15 年未満

経験年数 15 年
以上 20 年未満

経験年数 20 年
以上 25 年未満

一般行政職
大学卒 237,500 円 273,400 円 340,500 円 372,900 円
高校卒 218,100 円 227,700 円 306,000 円 345,600 円

⑼ 職員手当の状況【平成 27年度実績】
▽扶養・住居・通勤手当

扶養手当

(1) 配偶者 13,000 円
(2) 配偶者以外の扶養親族 6,500 円
※ 職員に配偶者がない場合の 1人目の子等 11,000 円
(3) 満 16 歳の年度初めから満 22 歳の年度末までの子 1 人につき 5,000 円加算

住居手当 (1) 借家・借間居住者 支給限度額  27,000 円

通勤手当
(1) 交通機関利用者 支給限度額  55,000 円
(2) 四輪自動車使用者（片道 2km以上の通勤者） 3,500 円 ～ 44,200 円
(3) 自転車・バイク使用者（片道 2km以上の通勤者） 2,600 円 ～ 31,600 円

※括弧内は、再任用職員に係る支給割合です

期末・
勤勉手当

管理監督職員以外の職員 管理監督職員
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

6月期 1.225 月
（0.650 月）

0.750 月
（0.350 月）

1.025 月
（0.550 月）

0.950 月
（0.450 月）

12 月期 1.375 月
（0.800 月）

0.850 月
（0.400 月）

1.175 月
（0.700 月）

1.050 月
（0.500 月）

計 2.600 月
（1.450 月）

1.600 月
（0.750 月）

2.200 月
（1.250 月）

2.000 月
（0.950 月）

▽期末・勤勉手当

⑻ 特別職の報酬等の状況等【平成 28年 4月 1日現在】

区　分
給　料 報　酬

市長 副市長 教育長 議長 副議長 議員
報酬等月額 970,000 円 826,000 円 693,000 円 600,000 円 540,000 円 510,000 円
期末手当 6月期 1.475月、12月期 1.675月、 計 3.15月（平成27年度支給割合）

※市長の給料は10%、副市長・教育長の給料は5%減額しています（表の金額は減額後の額）
※特別職の報酬は、小山市特別職報酬等審議会の答申を受けて定められています

⑽ 勤務時間の状況【平成 28年 4月 1日現在】
1 週間の勤務時間 勤務の開始時刻 勤務の終了時刻 休憩時間
38 時間 45 分 8時 30 分 17 時 15 分 12 時～ 13 時

⑾ 年次有給休暇の状況【平成 27年度実績】
1 年度につき 20 日付与。現年度付与分のみ翌年度に繰り越し可
平均使用日数 8.9 日

⑵ 懲戒処分者数
区　分 戒　告 減　給 停　職 免　職 合　計
処分者数 0人 0人 0人 0人 0人

※懲戒処分とは、職務上の義務違反や公務員としてふさわしくない非行がある
場合に、職員に一定の義務違反に対する道義的責任を問い、公務における規律
と秩序を維持することを目的として行うものです

5 職員研修の状況【平成 27年度実績】

研　修　区　分 受 講 者 数
小山市単独研修（19 講座） 1,713 人
小山地区職員研修協議会主催研修（21 講座） 718 人
栃木県市町村振協会主催研修（21 講座） 84 人
派遣研修（32 講座） 53 人
計（93 講座） 2,568 人

▽特殊勤務手当
職員全体に占める手当支給職員の割合 28.1%
支給対象職員 1人当たり平均支給年額 15,481 円
手当の種類 14 種類

▽地域手当

支給対象地域 支給率 国の制度
（支給率） 支給実績 職員 1人あたり

年間支給額
小山市 ３％ ３％ 133,378 千円 116,896 円
野木町 ５％ ６％ 3,943 千円 179,214 円

⒀ 介護休暇の状況【平成 27年度実績】
制度概要 取得人数

配偶者、父母、子などの負傷、疾病、老齢により、介護をす
る場合に取得できる。連続する 6カ月の期間内において必要
と認められる期間（給与無給）

0人

⑿ 育児休業の状況【平成 27年度実績】
種　類 制度概要 新規取得人数

育児休業 子が３歳に達する日まで取得可（給与無給） 15 人
(5 人 )

部分休業 小学校就学前の子を養育する場合に、１日２時
間以内で取得可（取得時間は給与無給）

9人
(0 人 )

育児短時間
勤務

小学校就学前の子を養育する場合に取得可。１週間の
勤務時間を短くできる（勤務時間数に応じて給与支給）

0人
(0 人 )

※それぞれ平成 27年度の新規取得者数（括弧内は男性職員）です

⑴ 地方公務員の服務規律の概要
　すべての職員が、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務することと、
全力を挙げて職務の遂行に専念することが、職員の服務の根本原則とされてい
ます。具体的には、職務に専念する義務、法令や上司の職務上の命令に従う義
務、信用を傷つけ不名誉となる行為の禁止、秘密を守る義務、政治的行為の制限、
ストライキ等の争議行為の禁止、営利企業等に従事することの制限などです。
⑵ 服務規律確保のためにとった措置の概要
　文書により、職員に職務遂行上の法令遵守はもとより、私生活においても市
民から信頼される行動を促すとともに、管理監督者による指導の徹底を図り、
職員の服務規律の確保に努めました。
⑶ 営利企業等の従事の状況

営利企業等の従事の内容 承認職員数
報酬を得て事業若しくは事務に従事 3人

4 職員の服務の状況【平成 27年度実績】

⑴ 公務災害補償の制度および認定状況
地方公務員災害補償基金 一般職員の公務中および通勤途

中の被災に対する補償 8人

小山市議会の議員その他非常勤の職
員の公務災害補償等に関する条例

非常勤職員・臨時職員の公務中およ
び通勤途中の被災に対する補償 1人

⑵ 健康管理事業
区　分 対象者 受診者数等

健康
診断

定期健康診断 全職員 469 人
人間ドック 30 歳以上の職員 680 人

研修会

パワーハラスメント防止研修会 管理監督者等 2回
女性職員ハラスメント防止研修会 女性職員 2回

メンタルへルス研修会 管理監督者・一般職員 管理監督者 2回
一般職員 4回

相談
事業

ストレス健康相談 全職員 30 件
カウンセリング相談 全職員 148 件

⑶ 福利厚生事業
区分 事業名 主な事業内容

栃木県市
町村職員
共済組合

短期給付事業 職員と家族の病気・出産や災害等に対する給付
長期給付事業 退職・障害・死亡に対する年金や一時金の給付
福祉事業 健康の保持増進、宿泊、貸付、共済貯金等

小山市職
員共済会

補助金事業 人間ドック・脳ドック利用助成など
掛金事業 結婚祝金他 10 種、リフレッシュ助成など

6 職員の福祉および利益の保護の状況【平成 27年度実績】

小山市公平委員会の業務の処理状況
業　務　内　容 件　数

勤務条件に関する措置要求 0件
不利益処分に関する審査請求 1件
職員からの苦情の処理 1件

7 公平委員会の報告関係【平成 27年度実績】

⑴ 分限処分者数
区　分 降　任 免　職 休　職 降　給 合　計
処分者数 0人 0人 13 人 0人 13 人

※分限処分とは、公務の能率の維持やその適正な運営の確保の目的から、勤務実
績不良、心身の故障等のため職責を十分に果たせない等の場合に行うものです

3 職員の分限および懲戒処分の状況【平成 27年度実績】

▽退職手当
一般職 自己都合 応募認定・定年
勤続 20 年 20.445 月分 25.55625 月分
勤続 25 年 29.145 月分 34.58250 月分
勤続 35 年 41.325 月分 49.59000 月分
最高限度額 49.590 月分 49.59000 月分

職名 支給率
市長 在職月数×42÷100
副市長 在職月数×25÷100
教育長 在職月数×21÷100

※ 1人当たり平均支給額 20,369 千円

▽時間外手当

※地域手当・特殊勤務手当・時間外手当については、病院・水道会計を除きます
年間支給総額 463,275 千円 職員 1人当たり年間支給額 450 千円



広報おやま10月号　サイズ：A4　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　データ名：1001_　    .pdf

 

広報小山 2016.10月号　14

ほんものの遺跡で縄文人になってみよう !
　８月 20日、おやま縄文まつりの広場（国史跡寺野
東遺跡）で、「第 12回寺野東遺跡縄文まつり」を開催。
　当日、時折雨が降る悪天候
にもかかわらず、たくさんの
親子が参加し、毎年人気の
水
み ず ば

場遺
い こ う

構での魚すくいや勾
まがたま

玉
づくり、弓矢発射体験などの
縄文体験を楽しんでいました。
網戸小学校で模擬避難所宿泊体験
　８月 21日から 22日の１泊２日、網戸小学校で「防
災宿泊学習」を開催。７回目となる今回は、乙女小、
下生井小、網戸小３校の児童あわせて 31人が参加。
　昨年９月の豪雨時に避難所生活を経験した児童の当

時の様子や日頃から災害に備
える大切さについて作文発表
が行われた他、避難所での居
住スペースの設置、非常食調
理などを仲間たちと助け合い
ながら体験しました。

都市と農村をつなぐ 盆おどりの輪
　８月 21日、道の駅思川ワイワイ広場で、恒例の「第
11回道の駅思川 開運盆おどり～都市と農村をつなぐ
盆おどりの輪～」を開
催。夕方になり、浴衣
姿で集まった人びとは、
お囃

は や し

子の軽快なリズム
に合わせて、色とりど
りの浴衣の袖を振り、
小山音頭や日光和楽踊
りなどを楽しみました。
日本一のビールで乾杯 !!
　８月 26日から 28日までの３日間、小山御殿広場
で「第５回 小山の日本一ビールまつり」を開催。
　会場では、ジャズの演奏やよさこいなど様ざまなイ
ベントも行われ、市内外から集まった大勢の人で賑わ

いました。小山産の農
産物のおつまみと小
山産のビール麦を使
用した美味しいビー
ルを片手に「乾杯 !」
という楽しそうな掛
け声が会場のあちら
こちらに響きました。
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開
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で

は
、
寒
川
小
学
校
の
児
童
に
よ

る
「
田
ん
ぼ
は
日
本
の
宝
」
の

研
究
発
表
が
行
わ
れ
、
進
行
役

を
務
め
る
柳
生
さ
ん
か
ら
、
子

ど
も
た
ち
に
「
素
晴
ら
し
い
発

表
を
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
と

感
動
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

▲寒
さんがわに

川尼

おやま表情おやま表情
小山市長　大久保　寿　夫小山市長　大久保　寿　夫

ＮＨＫ大河ドラマ「真田丸」
～小山の殿様「本多正純」の活躍に注目 ! ～

　現在、放送中のNHK大河ドラマ「真田丸」が絶好調
で、高視聴率を上げています。主人公の真田信繁役の堺
雅人さん、その父真田昌幸役の草刈正雄さんの名演技も
その一因ですが、何といっても、三谷幸喜さんの脚本の
なせる技と、もっぱらの評判です。本番組に登場する内
野聖陽さん演じる徳川家康もひょうきんさが受けて人気
です。
　昨年、「徳川家康公 400 年祭」が行われました。その
中心が、静岡県静岡市、浜松市、愛知県岡崎市であり、「小
山評定」で家康公にゆかりの深い小山市もまちを挙げて
参加しました。その祭りで出来た絆を大切にしていこう
と「徳川みらい学会 第 1回講演会」が静岡市で開催され、
小山市も招かれ参加して参りました。
　その中で、山本博文東大教授をコーディネーターとし
て「平和の礎を築いた徳川のブレーンたち」のパネルデ
ィスカッションが行われました。徳川のブレーンとして
有名なのが天海僧正、そして本多正純です。このお二方
に関係した方がパネラーとして登壇されました。
　大河ドラマは、まだ正純の父、正信の時代ですが近藤 
正臣さんが正信役を務められ、老練な演技で注目を集め
ています。この正純、永禄 8（1565）年生まれで、慶
長 5（1600）年の「小山評定」にも遠巻で参加してい
たでしょう。同年の関ヶ原の合戦後には大阪城に入り、
頭角を現しています。慶長 8（1603）年の家康公の将
軍宣下にも近侍し、慶長 10（1605）年の家康公が駿府
城に隠居し大御所として二元政治を始めた際には、駿府
家老となっています。
　そして、正純は慶長 13（1608）年に下野国小山に 3
万 3千石を賜わり封ぜられました。天正18（1590）年
豊臣秀吉の小田原北条攻めで北条氏と運命を共にし滅亡
した小山氏の居城が 18年振りに、それも家康公のブレ
ーンの入城により復活したのでした。当時の小山の住民
の喜びは如何ばかりだったでしょうか！
　正純は元和 5（1619）年に宇都宮に転封されるまでの、
この小山城主時代に、「禁教令の発令。大阪冬の陣後の
総堀埋め立て奉行。武家諸法度制定。家康公薨去後には
天海、崇伝とともに家康公の遺言に基づき久能山神廟造
営総奉行、日光山東照宮造営総奉行。家康公の霊柩の久
能山より日光山供奉」など、徳川幕藩体制草創期の基盤
を固める「ブレーン中のブレーン」として活躍したので
す。
　戦国乱世に終止符を打ち、泰平な世、徳川三百年への
道筋を付けたのが「小山評定」なら、徳川三百年の基礎
を固めたのが「小山の殿様」であったとの発見は、大変
誇らしいものでした。
　NHK大河ドラマもいよいよ中盤、真田幸村の活躍は
勿論のこと、小山の殿様「正純の活躍」、小山評定、直
江兼続（兼続役は、小山城南中出身の無名塾俳優の村上 
新悟さん）の登場にも目が離せません！
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シ
リ
ー
ズ
小
山
の
歴
史
○178

草
木
に
ま
つ
わ
る
民
間
信
仰

〜
日
の
出
祭
り
の
ウ
ツ
ギ
・
ジ
ャ
ガ
マ
イ
タ
の
藤
〜

日
の
出
祭
り
の
「
ウ
ツ
ギ
」

　

ウ
ツ
ギ
は
初
夏
に
白
い
花
を
咲
か
せ
る
低

木
で
、「
卯う

の
花
」の
別
名
で
も
呼
ば
れ
ま
す
。

茎
が
中
空
な
た
め
こ
の
名
が
つ
い
た
と
も
さ

れ
、
か
つ
て
は
境
界
木
と
し
て
多
く
用
い
ら

れ
ま
し
た
。

　

生
井
地
区
の
白
鳥
八
幡
宮
で
年
頭
に
行
わ

れ
る
日
の
出
祭
り
に
は
、
こ
の
ウ
ツ
ギ
が
登

場
し
ま
す
。
祭
礼
で
は
、
氏う

じ
こ子
が
弓
矢
で
鬼

面
の
的
を
射
抜
き
、
村
内
の
厄
除
け
を
す
る

神
事
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
弓
の
材
料
が

ウ
ツ
ギ
で
す
。「
魔
を
討
つ

4

4

4

4

」
と
い
う
音
合

わ
せ
か
ら
用
い
る
と
も
い
わ
れ
、
歩ぶ

し
ゃ射
行
事

が
行
わ
れ
る
地
域
で
は
、
ウ
ツ
ギ
を
弓
矢
に

用
い
る
例
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ウ
ツ
ギ
に
関
す
る
民
間
伝
承
は
多
く
、
新

潟
県
で
は
そ
の
開
花
を
田
植
え
の
目
安
と
し

た
り
、
長
野
県
で
は
魔
よ
け
に
な
る
と
し
て

身
に
着
け
る
と
い
う
地
域
も
あ
り
ま
す
。
一

方
で
「
火か

じ
ば
な

事
花
」
と
い
い
、
家
に
持
ち
込
む

と
火
事
に
な
る
と
か
、
山
形
県
で
は
葬
儀
で

用
い
る
た
め
、
縁
起
が
悪
い
木
と
い
っ
て
忌

み
嫌
い
ま
す
。

　

神
事
に
し
ろ
凶
事
に
し
ろ
、
人
び
と
に

と
っ
て
ウ
ツ
ギ
は
特
別
な
存
在
で
あ
り
、
何

か
神
秘
的
な
霊
力
が
宿
る
木
と
し
て
畏お

そ

れ
を

抱
く
と
と
も
に
、
そ
の
力
を
利
用
し
よ
う
と

し
た
様
子
を
こ
う
し
た
伝
承
か
ら
伺
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ジ
ャ
ガ
マ
イ
タ
の
「
藤
」

　

間
々
田
地
区
で
５
月
５
日
に
行
わ
れ
る

ジ
ャ
ガ
マ
イ
タ
で
は
、
藤
が
登
場
し
ま
す
。

か
つ
て
は
祭
礼
の
日
に
、
家
々
の
門
口
に
藤

や
ヨ
モ
ギ
・
ウ
ツ
ギ
を
あ
げ
、
地
域
を
担
い

で
ま
わ
る
蛇じ

ゃ
た
い体
に
も
、
盛
ん
に
藤
づ
る
を
飾

り
ま
し
た
。
現
在
で
は
こ
の
風
習
は
だ
い
ぶ

廃
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
祭
礼
の
拠
点

と
な
る
集
会
所
や
旧
家
の
門
な
ど
に
藤
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ジ
ャ
ガ
マ
イ
タ
が
行
わ
れ
て
い
た
旧
暦
４

月
８
日
に
は
、
県
内
各
地
で
も
家
の
軒
や
門

口
に
藤
を
あ
げ
て
厄
除
け
と
す
る
事
例
が
数

多
く
見
ら
れ
、
全
国
的
に
み
ら
れ
る
卯
月
八

日
の
行
事
で
も
、
藤
な
ど
の
山
の
花
を
庭
先

に
高
く
か
か
げ
、
田
の
神
が
降
り
て
く
る
目

印
に
す
る
と
い
い
ま
す
。

　

ジ
ャ
ガ
マ
イ
タ
の
藤
も
厄
除
け
と
い
わ
れ

ま
す
が
、
重
要
な
田
植
え
の
時
期
に
、
藤
の

持
つ
特
別
な
力
で
地
域
を
清
め
、
田
の
神
を

呼
ぶ
依よ

り
し
ろ代
と
し
て
の
役
割
を
担
う
存
在
で

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

自
然
と
と
も
に
あ
っ
た
暮
ら
し

　

地
域
の
調
査
な
ど
で
お
年
寄
り
と
話
し
を

す
る
と
、
身
近
な
草
木
の
こ
と
を
よ
く
知
っ

て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
す
。
日
頃
か
ら
そ
れ

ら
に
触
れ
、
そ
の
特
性
を
知
り
、
生
活
の
中

に
取
り
入
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
か
ら
な
の

で
し
ょ
う
。
祭
礼
や
行
事
の
中
の
草
木
も
、

そ
う
し
た
人
び
と
の
暮
ら
し
が
自
然
と
親
密

だ
っ
た
頃
の
様
子
を
物
語
っ
て
い
る
の
で

す
。

博
物
館
学
芸
員　

山
田　

淳
子

　

地
域
で
行
わ
れ
て
き
た
祭
礼
や
年
中
行
事
の
中
に
は
、
身
近
な

植
物
や
樹
木
が
登
場
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら

は
た
だ
身
近
で
手
に
入
り
や
す
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、「
そ
れ

4

4

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」
と
い
う
伝
承
が
伴
う
も
の
が
多
く
、
草

木
が
行
事
の
目
的
と
も
密
接
に
結
び
つ
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た

す
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
小
山
の
行
事
に
見
ら
れ
る
草
木
に
注
目
し
、
そ
こ
に
隠

さ
れ
た
民
間
信
仰
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。

15　広報小山 2016.10月号

▲日の出祭りの鬼面とウツギの弓（白鳥）

▶
ジ
ャ
ガ
マ
イ
タ
の
日
、
公
民

館
に
飾
ら
れ
た
藤
と
ヨ
モ
ギ

（
間
々
田
）
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お

知

ら

せ

イ

ベ

ン

ト

ス

ポ

ー

ツ

ご
み
の
排
出
削
減
に
ご
協
力
を

○
買
い
物
等
の
際
に
は
マ
イ
バ
ッ

グ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
○
剪
定

枝
で
出
せ
な
い
毒
性
の
あ
る
植
物

や
繊
維
質
の
多
い
植
物
は
、
乾
燥

さ
せ
て
か
ら
可
燃
ご
み
で
出
し
て

く
だ
さ
い
。
○
洗
剤
や
シ
ャ
ン

プ
ー
等
は
、
詰
め
替
え
用
製
品
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
☎ 

22
９
２
８
６

20
歳
に
な
っ
た
ら
年
金
の
加
入
を

　

国
民
年
金
は
、
国
内
に
住
所
の

あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ

て
の
方
が
加
入
す
る
年
金
制
度
で

す
。
20
歳
に
な
っ
た
自
営
業
・
学

生
・
無
職
の
方
等
は
、
国
民
年
金

の
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
国
保
年
金
課
☎ 

22
９
４
１
６

消
火
器
を
使
用
し
た
と
こ
ろ
、
消

火
器
が
破
裂
し
、
操
作
者
が
負
傷

す
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

長
期
間
放
置
さ
れ
た
消
火
器

は
、
容
器
が
腐
食
・
劣
化
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
絶
対
に

使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
消
防
本
部
予
防
課
☎
39
６
６
５
７

古
い
消
火
器
の
破
裂
事
故
が
発
生

　

平
成
28
年
７
月
に
市
内
に
お
い

て
、
製
造
か
ら
35
年
を
経
過
し
た

自
動
電
話
催
告
の
実
施

　

国
民
健
康
保
険
税
未
納
者
へ
自

動
音
声
案
内
に
よ
る
電
話
催
告
を

行
い
ま
す
の
で
、
早
期
の
納
税
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
納
税
課

☎
22
９
４
４
４
・
９
４
４
５
・
９
４
４
６

県
立
博
物
館
10
月
の
主
な
行
事

◆
企
画
展「
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｏ
‐
国
際

観
光
都
市
・
日
光
の
成
立
‐
」▽

10
／
８
㈯
〜
◆
テ
ー
マ
展「
キ
ノ

コ
の
不
思
議
」▽
10
／
１
㈯
〜
◆

県
博
デ
ー
▽
10
／
16
㈰
※
月
曜
休

館
。
高
校
生
以
上
要
観
覧
料

問
同
館
☎
０
２
８
・
６
３
４
・
１
３
１
１

初
め
て
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室

日
時　

11
／
16
㈬
・
22
㈫（
全
２

回
）19
時
〜
20
時
半

会
場　

小
山
第
一
小
学
校
体
育
館

参
加
料　

500
円（
保
険
料
含
む
）

持
ち
物　

屋
内
用
運
動
靴

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
21
２
６
９
５

地
区
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
基
づ
き
提

案
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
公
表

期
間　

10
／
４
㈫
〜
18
㈫

場
所　

都
市
計
画
課
※
市
HP
で
も

閲
覧
可

公
表
す
る
構
想　

飯
塚
地
区
ま
ち

づ
く
り
構
想

意
見
申
出
書
の
提
出
方
法　

住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・

意
見
の
趣
旨
を
、
都
市
計
画
課
に

あ
る
用
紙（
市
HP
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）
に
記
入
し
、
公
表
期
間
内

に
同
課
ま
で
提
出
。
意
見
申
出
書

の
提
出
は
、
当
該
地
内
に
所
有
権

等
の
権
利
を
有
す
る
方
の
み

問
同
課
☎
22
９
２
０
３

城
東
保
育
所
こ
と
り
ク
ラ
ブ

『
秋
の
バ
ザ
ー
』

日
時　

10
／
28
㈮
10
時
〜
11
時
半

会
場　

城
東
保
育
所
運
動
場
（
雨

天
時
は
保
育
所
ホ
ー
ル
）

提
供
品　

子
供
服（
秋
冬
用
）・
靴
・

帽
子
・
絵
本
・
お
も
ち
ゃ
等

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

問
同
ク
ラ
ブ
☎
24
４
５
７
０

夏
目
漱
石
没
後
100
年
記
念
講
演
会

近
代
小
説
の
魅
力
〜
夏
目
漱
石
を

中
心
に
〜

日
時　

12
／
３
㈯
13
時
半
開
演

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

講
師　

安
藤
宏
氏（
東
京
大
学
大
学
院

人
文
社
会
系
研
究
科
／
文
学
部
教
授
）

チ
ケ
ッ
ト　

全
席
自
由
500

円（
発
売
中
）

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
22
９
５
５
２

祭
り
ゆ
う
き
２
０
１
６

　

結
城
の
秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト「
祭

り
ゆ
う
き
」。
舞
祭
や

Y
O
S
A
K
O
I

な
ど
、
100

組
以
上
の
踊
り
手
が
参

加
し
、
盛
大
に
演
舞
し
ま
す
。

日
時　

10

／
29

㈯
・
30

㈰
10

時
〜

会
場　

南
部
中
央
公
園（
け
や
き

公
園
）・
結
城
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

ア
ク
ロ
ス

問
結
城
市
観
光
協
会
事
務
局

☎
０
２
９
６
34
０
４
２
１

平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨

に
よ
り
被
害
を
受
け
た
方
へ

被
災
者
住
宅
復
旧
支
援
事
業

申
請
期
間　

10

／
３
㈪
〜
平
成
29

年
３
／
31

㈮

対
象　

被
災
住
宅
（
持
家
）
の
復

旧
工
事
費（
10

万
円
以
上
の
も
の
。

併
用
住
宅
は
住
宅
部
分
）
※
国
等

の
生
活
再
建
支
援
制
度
対
象
者
を

除
く

補
助
金
額　

半
壊
世
帯
：
住
宅
復

旧
費
の
全
額（
50

万
円
上
限
）

半
壊
に
至
ら
な
い
世
帯
：
住
宅
復

旧
費
の
1/2  （
10

万
円
上
限
）

問
福
祉
課
☎
22
９
６
１
２

小
山
市
理
科
研
究
展
覧
会

日
時　

10

／
８
㈯
〜
10

㈪
い
ず
れ

も
10

時
〜
16

時

会
場　

中
央
公
民
館
第
一
研
修
室

内
容　

市
内
小
中
学
生
の
理
科
研

究
作
品
を
展
示

問
学
校
教
育
課
☎
22

９
６
５
５

ゆ
め
ま
ち
ま
つ
り

日
時　

10

／
15

㈯
９
時
〜
15

時

会
場　

ゆ
め
ま
ち（
城
南
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
）・
城
南
公
園

内
容　

利
用
団
体
の
舞
台
発
表
等

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

問
ゆ
め
ま
ち
☎
27
９
９
３
５

地
籍
調
査
成
果
の
閲
覧
実
施

　

平
成
26
年
度
に
一
筆
地
調
査
を

行
っ
た「
羽
川
６
地
区
」に
つ
い

て
、
地
籍
図
の
原
図
と
地
籍
簿
の

案
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
国
土
調

査
法
第
17
条
の
規
定
に
基
づ
き
閲

覧
を
行
い
ま
す
。

期
間　

10
／
３
㈪
〜
24
㈪

※
10
／
15
㈯
・
16
㈰
は
除
く

場
所　

桑
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
マ
ル
ベ
リ
ー
館
）２
階
工
作
室

持
ち
物　

印
鑑（
認
印
）、
委
任
状

（
代
理
人
の
場
合
）

問
建
設
政
策
課
☎
22
９
３
２
９

申
込
み　

10
／
12
㈬
ま
で
に
市
立

寒
川
公
民
館
☎
38
１
０
0
２

天
体
観
望
会
「
ペ
ガ
ス
ス
座
を
み
つ
け

よ
う
〜
白
鳥
座
二
重
星
を
み
よ
う
〜
」

日
時　

10
／
８
㈯
18
時
半
〜
20
時

会
場　

生
井
公
民
館　

※
駐
車
場
は
JA
お
や
ま
生
井
支
店

そ
の
他　

中
学
生
以
下
は
、
保
護

者
同
伴
。
曇
雨
天
中
止
（
当
日
実

施
時
刻
の
１
時

間
前
に
電
話
ま

た
は
博
物
館
HP

で
要
確
認
）。

◆
当
日
11
時
〜
12
時
半
に
博
物
館

駐
車
場
で
太
陽
観
測
会
も
実
施
。

問
博
物
館
☎
45
５
３
３
１

第
６
回
お
や
ま
の
ま
ち
de

開
運
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
6.5
㎞

〜
風
薫
る
巴
波
川
コ
ー
ス
〜

日
時　

10
／
15
㈯
９
時
半
〜

コ
ー
ス　

寒
川
小
学
校
集
合
▽
雷

電
橋
▽
落
合
橋
▽
昇
明
橋
▽
緑
川

橋
▽
巴
波
川
決
壊
口
祈
念
公
園
▽

寒
川
小
学
校
解
散

定
員　

先
着
50
人

第
２
回
短
期
体
操
教
室

日
時　

10
／
21
・
28
、
11
／
４
の

金
曜
日（
全
３
回
）①
15
時
〜
15
時

50
分（
４
〜
６
歳
）②
16
時
〜
17
時

（
小
学
１
・
２
年
生
）

会
場　

県
南
体
育
館

定
員　

①
②
と
も
各

先
着
20
人

内
容　

低
鉄
棒
・

マ
ッ
ト
運
動
・
跳
び
箱

参
加
料　

２
千
円（
保
険
料
含
む
）

申
込
み　

10
／
７
㈮
〜
18
㈫
の

平
日
10
時
〜
17
時
に
参
加
料
を

添
え
て
体
育
協
会
事
務
局
☎
30

５
８
５
６

※
10
／
７
㈮
10
時
の
時
点
で
参
加
者

が
20
人
を
超
え
て
い
る
場
合
抽
選

み
ん
な
で
歩
け
歩
け
運
動
9.5
㎞

日
時　

11
／
６
㈰
８
時
45
分
〜

コ
ー
ス　

小
金
井
駅
（
東
口
）
集

合
↓
桑
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
マ

ル
ベ
リ
ー
館
）
↓
大
沼
公
園
↓
喜

沢
公
園
↓
小
山
駅
（
東
口
）
解
散

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
21
２
６
９
５

当
日
は
☎
０
８
０
・
２
６
８
４
・
０
６
６
８

11月の中央清掃センターの開場日が変更になります
開場日　平日および 11月 5日㈯・26日㈯
※11月 12日㈯（第 2土曜日）は開場いたしませんのでご注意ください
問環境課☎ 22‒9286　中央清掃センター☎ 24‒3194
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自
死
遺
族
の
会

　

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り
亡
く

さ
れ
た
、
そ
の
想
い
を
わ
か
ち
あ
え

る
会
を
開
催
し
ま
す
。
親
近
者
の
み

で
な
く
、
つ
ら
い
思
い
を
抱
え
た
方

で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

10
／
18
㈫
14
時
〜
（
約
２

時
間
・
申
込
不
要
）

会
場　

保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
福
祉
課
☎
22
９
６
１
９

中
学
校
の
隣
接
校
希
望
選
択
制

　

来
年
度
中
学
校
へ
入
学
す
る
児

童
を
対
象
に
、
隣
の
学
区
の
中
学

校
を
選
択
で
き
る「
隣
接
校
希
望

選
択
制
」の
受
付
を
行
い
ま
す
。

期
間　

10
／
17
㈪
〜
28
㈮
（
土
・

日
を
除
く
）
※
期
間
厳
守

持
ち
物　

印
鑑

申
込
み　

学
校
教
育
課
☎
22
９
６
３
２

城
山
町
二
丁
目
第
一
地
区
市
街
地

再
開
発
事
業
の
事
業
計
画
の
縦
覧

期
間　

10
／
27
㈭
〜
11
／
９
㈬

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）
８
時
半

〜
17
時
15
分

場
所　

新
都
市
整
備
推
進
課
（
市

役
所
分
室
Ⅲ
）

問
同
課
☎
22
８
９
３
１

保
留
地
販
売
（
小
山
東
部
第
一
土

地
区
画
整
理
組
合
）

販
売
箇
所　

大
字
小
山
・
土
塔
・

犬
塚
地
内
（
区
画
整
理
地
内
）

現
地
案
内　

10
／
29
㈯
・
30
㈰
９

時
〜
15
時

販
売
会　

12
／
４
㈰
受
付
９
時
20
分
〜

会
場　
（
旧
）
東
部
一
組
合
事
務
所

問
区
画
整
理
課
☎
22
９
３
８
６
・
９
４
１
２

緊
急
消
防
援
助
隊
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

合
同
訓
練

期
日　

10
／
17
㈪
・
18
㈫

会
場　

石
ノ
上
橋
南
側
河
川
敷
内

（
メ
イ
ン
会
場
）
ほ
か

※
18
㈫
８
時
か
ら
メ
イ
ン
会
場
で
、

一
都
八
県
か
ら
約
250
台
の
消
防
車

が
集
ま
り
、
自
衛
隊
や
警
察
、
医

療
機
関
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
と
共

に
訓
練
を
行
い
ま
す

問
消
防
署
☎
39
６
６
６
４

第
８
回
ふ
る
さ
と
清
掃
運
動
会

日
時　

10
／
16
㈰
受
付
７
時
40

分
、
清
掃
開
始
８
時

集
合
場
所　

思
川
左
岸
観
晃
橋
南

四
阿
付
近

問
環
境
課
☎
22
９
２
７
６
・
９
２
８
６

成
人
式
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た

日
時　

平
成
29
年
１
／
８
㈰
10
時
〜

会
場　

市
内
全
中
学
校

対
象　

平
成
８
年
４
／
２
〜
平
成

９
年
４
／
１
生
ま
れ
の
方
。
10
／

１
現
在
、
住
民
登
録
の
あ
る
方
へ

案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。
転
入
・

転
出
さ
れ
た
方
も
出
席
で
き
ま
す

の
で
、
小
山
市
に
住
民
登
録
の
な

い
方
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課
☎
22
９
６
６
５

栃
木
県
労
働
委
員
会
に
よ
る
労
働
相
談
会

日
時　

10
／
21
㈮
13
時
〜
19
時

会
場　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
小
山

内
容　

労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

そ
の
他　

無
料
、
予
約
者
優
先
（
当

日
参
加
可
）、
相
談
時
間
1
時
間
以
内

申
込
み　

同
委
員
会
☎
０
２
８
・

６
２
３
・
３
３
３
７

第
19
回
渡
良
瀬
川
下
流
流
域
下
水
道

（
思
川
処
理
区
）
下
水
道
施
設
公
開
デ
ー

日
時　

10
／
15
㈯
9
時
半
〜
正
午

会
場　

思
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
野

木
町
大
字
野
木
２
２
５
２
‐
2
）

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
８
０
57
０
５
５
５

第
13
回
ヤ
ナ
ギ
・
セ
イ
タ
カ
ア
ワ

ダ
チ
ソ
ウ
除
去
作
戦

日
時　

10
／
22
㈯
受
付
８
時
半
か

ら
、
10
時
作
業
終
了

※
雨
天
中
止
。
中
止
の
場
合
、
前

日
ま
で
に
市
HP
に
掲
載

場
所　

渡
良
瀬
遊
水
地
第
２
調
節

池
内
環
境
学
習
フ
ィ
ー
ル
ド

※
汚
れ
て
も
い
い
服
装（
長
袖
・

長
ズ
ボ
ン
）、
長
靴
で
参
加

問
渡
良
瀬
遊
水
地
ラ
ム
サ
ー
ル
推

進
課
☎
22
９
３
５
４

犯
罪
被
害
者
支
援

①
市
町
民
の
つ
ど
い
２
０
１
６

日
時　

10
／
31
㈪
13
時
半
〜
15
時

会
場　

道
の
駅
思
川
小
山
評
定
館

②
巡
回
パ
ネ
ル
展

日
時　

10
／
31
㈪
〜
11
／
２
㈬
９

時
〜
16
時
※
初
日
は
13
時
開
場
、

最
終
日
は
午
前
中
の
み

会
場　

道
の
駅
思
川
小
山
評
定
館

問
生
活
安
心
課
☎
22
９
２
８
２

都
市
計
画
の
構
想
に
関
す
る
縦
覧

お
よ
び
説
明
会

■
対
象
と
な
る
区
域

神
鳥
谷
南
地
区

■
縦
覧

期
間　

10
／
４
㈫
〜
18
㈫

場
所　

都
市
計
画
課

意
見
書　

地
権
者
お
よ
び
利
害
関

係
人
は
、
10
／
４
㈫
〜
25
㈫
に
意

見
申
出
可

■
説
明
会

日
時　

10
／
31
㈪
19
時
〜

会
場　

市
役
所
別
館
３
階
会
議
室

問
都
市
計
画
課
☎
22
９
２
０
３

平
成
29
・
30
年
度
市
・
物
品
購
入

等
入
札
参
加
者
資
格
審
査
の
申
請

受
付　
【
郵
送
】
10
／
24
㈪
〜
11
／

29
㈫
【
持
参
】
11
／
24
㈭
〜
29
㈫

会
場　

市
役
所
別
館
１
階
会
議
室
５

提
出
書
類　

物
品
購
入
等
入
札
参

加
者
資
格
審
査
申
請
書

添
付
書
類　

営
業
経
歴
書
、
機
械

器
具
等
保
有
状
況
調
書
、
財
務
諸

表
、
納
税
証
明
書
（
国
税
・
地
方

税
）、
印
鑑
証
明
書
、
登
記
簿
謄
本
等

※
詳
細
は
市
HP
を
参
照
く
だ
さ
い

問
管
財
課
☎
22
９
３
２
５
・
９
３
２
６

平
成
28
年
度
秋
季
家
庭
緑
化
用
苗

木
（
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
）
無
料
配
布

日
時　

11
／
５
㈯
10
時
〜
11
時
半

会
場　

道
の
駅
思
川
中
央
モ
ー
ル

対
象　

市
内
在
住
者
先
着
200
人

（
要
事
前
申
込
み
）

申
込
み　

10
／
３
㈪
〜
11
／
２
㈬

に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
郵

送
・
電
話
・
℻  
で
水
と
緑
の
推
進

課
（
〒
323-

0805
小
山
市
向
野
187
☎

49
３
５
２
６
・
℻  
49
０
８
７
０
）

小
山
市
登
録
手
話
通
訳
者
認
定
試
験

日
時　

12
／
３
㈯
９
時
半
〜
15
時

会
場　

保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
で

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
①
お

や
ま
地
区
手
話
講
習
会
（
新
）「
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
」・（
旧
）「
基
礎
」

修
了
者
②
手
話
通
訳
者
養
成
講
習
会

（
新
）「
通
訳
Ⅰ
」「
通
訳
Ⅱ
」・（
旧
）「
基

本
」
以
上
の
修
了
者
③
栃
木
県
登
録

通
訳
者
ま
た
は
同
等
の
経
験
者

申
込
み　

11
／
10
㈭（
必
着
）ま
で

に
直
接
・
郵
送
・
℻  
で
市
聴
覚
障
害

者
協
会
事
務
局（
〒
323-

0012
小
山
市

羽
川
86
‐
15
・
℻  
37
９
７
５
５
）

問
福
祉
課
☎
22
９
６
２
４

栃
木
矯
正
展

日
時　

10
／
２
㈰
９
時
半
〜
15
時

会
場　

栃
木
刑
務
所
（
栃
木
市
惣

社
町
２
４
８
４
）

内
容　

法
務
行
政
の
広
報
・
刑
務
所

作
業
製
品
の
展
示
販
売
・
所
内
見
学
等

問
同
所
☎
０
２
８
２
27
９
６
１
１

南
と
ち
ぎ
大
卒
等
就
職
面
接
会

日
時　

10
／
14
㈮
13
時
〜
16
時

会
場　

小
山
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

対
象　

平
成
29
年
３
月
大
学
等
卒

業
予
定
者
お
よ
び
３
年
以
内
既
卒
者

問
小
山
わ
か
も
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

☎
37
７
１
２
７

10
月
は
全
国
不
正
軽
油
撲
滅
強
化
月
間

　

不
正
軽
油
と
は
、
軽
油
取
引
税

の
脱
税
を
目
的
に
、
軽
油
代
替
燃

料
と
し
て
灯
油
や
重
油
を
混
和
す

る
等
し
て
使
用
す
る
も
の
で
、
不

正
軽
油
に
関
わ
っ
た
者
は
す
べ
て

罰
則
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
は

「
不
正
軽
油
110
番
☎
０
２
８
２
23

３
８
６
２
」（
栃
木
県
税
事
務
所
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

家
族
フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

　

栃
木
県
で
は
、
毎
月
第
３
日
曜

日
を
ふ
れ
あ
い
育
む「
家
庭
の
日
」

と
定
め
、
今
年
度
の
50
周
年
記
念

事
業
「
家
族
フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ
コ

ン
テ
ス
ト
」
で
作
品
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
※
10
／
14
㈮
ま
で

問
県
人
権
・
青
少
年
男
女
参
画
課

☎
０
２
８
・
６
２
３
・
３
０
７
５

おやまエコリサイクルフェア2016のフリーマーケット出店募集
日時　11 月 13日㈰ 9時～　場所　小山広域クリーンセンター
定員　先着 20人（出店無料）　申込み　環境課☎ 22‒9286
※営業を目的とする出店は固くお断りします
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奨
学
生
（
栃
木
県
育
英
会
）

募
集
期
間　

10
／
３
㈪
〜
11
／
15
㈫

対
象　

平
成
29
年
度
進
学
予
定
者

募
集
内
容　

月
額
貸
与
奨
学
生
・

入
学
一
時
金
奨
学
生
・
東
京
学
生

寮
入
寮
者

願
書
等
配
布
先　

県
内
各
中
学

校
、
高
等
学
校
、
市
町
教
育
委
員

会
等

問
栃
木
県
育
英
会
事
務
局

☎
０
２
８
・
６
２
３
・
３
４
５
９

認
知
症
予
防
講
演
会

日
時　

11
／
２
㈬
14
時
〜
15
時
半

会
場　
健
康
医
療
介
護
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者
80
人

テ
ー
マ　

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
、

脳
い
き
い
き
生
活

講
師　

釘
宮
由
紀
子
氏（
NPO
認
知
症

予
防
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
副
理
事
長
）

申
込
み　

高
齢
生
き
が
い
課
☎
22

９
６
４
８

開
運
の
ま
ち　

小
山
ま
ち
な
か
名

所
・
旧
跡
め
ぐ
り

日
時　

11
／
12
㈯
９
時
〜

集
合
場
所　

文
書
館
※
小
雨
決
行

定
員　

先
着
20
人

申
込
み　

10
／
１
㈯
か
ら
文
書
館

☎
25
７
２
２
２

平
成
28
年
度
後
期
白
鷗
大
学
公
開

講
座

期
間　

10

月
〜

会
場　

白
鷗
大
学
本
キ
ャ
ン
パ

ス
・
東
キ
ャ
ン
パ
ス

受
講
料　

各
講
座
２
千
円（
予
定
）

申
込
み　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
℻  

で

同
大
学
地
域
連
携
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
〒
323-

8585

小
山
市
大
行
寺
1117

☎
22
９
７
９
０
℻  

22
８
９
８
９
）

※
詳
細
は
、
同
大
学
HP

を
ご
覧
く

だ
さ
い

募

集

調
停
相
談
会
（
無
料
）

日
時　

11

／
８
㈫
10

時
〜
15

時

会
場　

道
の
駅
思
川
小
山
評
定
館

内
容　

金
銭
・
土
地
建
物
・
交
通

事
故
、
そ
の
他
民
事
に
関
す
る
事

項
※
秘
密
厳
守

問
小
山
調
停
協
会
☎
22
０
５
３
６

年
末
調
整
等
説
明
会
（
平
成
28
年
分
）

日
時　

11

／
24

㈭
①
10

時
〜
正
午

②
14

時
〜
16

時

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

対
象　

小
山
市
・
下
野
市
・
野
木
町

を
納
税
地
と
す
る
源
泉
徴
収
義
務
者

※
11

月
上
旬
に
送
付
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
持
参

問
栃
木
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門

☎
０
２
８
２
22
０
８
８
５

第
17
回
渡
良
瀬
遊
水
地
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
作
品

　

渡
良
瀬
遊
水
地
内
で
撮
影
し
た

写
真
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
期
間　

10

／
１
㈯
〜
11

／
30

㈬
（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
規
定　

未
発
表
で
単
写
真
。

四
つ
切
（
ワ
イ
ド
不
可
）
ま
た

は
Ａ
４
サ
イ
ズ
。
カ

ラ
ー
、
モ
ノ
ク
ロ
可

応
募
方
法　

応
募
票

（
市
HP

か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
を
作
品
裏
面
中
央
に

貼
付
し
、
作
品
1

点
ご
と
に
透
明

な
袋
に
入
れ
て
、
事
務
局
へ
直
接

ま
た
は
郵
送

応
募
先　

渡
良
瀬
遊
水
地
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会
事
務
局

（
〒
323-

1104

栃
木
市
藤
岡
町
藤
岡

1788

・
栃
木
市
役
所
遊
水
地
課
内
）

問
同
事
務
局
☎
０
２
８
２
62
０
９
１
９

柔
軟
な
働
き
方「
テ
レ
ワ
ー
ク
講
座
」

日
時　

11

／
20

㈰
13

時
半
〜
16

時

会
場　

中
央
公
民
館

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者
先
着

20

人
※
無
料

そ
の
他　

中
央
公
民
館
の
パ
ソ
コ

ン
を
使
用
し
ま
す
。

申
込
み　

10

／
11

㈫
か
ら
電
話
ま

た
は
℻  
で
男
女
共
同
参
画
課
☎
22

８
０
７
８
・
℻  
22
８
０
７
９

要
約
筆
記
入
門
講
座

日
時　

10

／
25

か
ら
毎
週
火
曜
日

18

時
45

分
〜
20

時
45

分（
全
５
回
）

会
場　

保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

講
座
終
了
後
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
サ
ー
ク
ル
活
動
に
参
加

し
た
い
方
※
無
料

申
込
み　

10

／
18

㈫
ま
で
に
市
社

会
福
祉
協
議
会
☎
22
９
５
０
１

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
教
室

日
時　

①
10

／
15

㈯
②
23

㈰
い
ず

れ
も
13

時
半
〜
16

時

会
場　

お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ

フ
ト
館

内
容　

①
デ
ィ
ン
プ
ル
ア
ー
ト
で

作
る
小
物
②
ヨ
シ
紙
の
墨
流
し
染

※
要
材
料
費
。
予
約
優
先

問
同
館
☎
32
６
４
７
７

小
山
高
専
公
開
講
座
（
無
料
）

◆
中
学
生
の
た
め
の
英
語
講
座

日
時　

10

／
16

㈰
14

時
〜
15

時
半

会
場　

同
校（
中
久
喜
771

）

対
象　

中
学
生
20

人

申
込
み　

講
座
名
・
住
所
・
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）・
年
齢
・
電
話
番
号

を
メ
ー
ル
ま
た
は
℻  

で
同
校

（
☎
⒇
２
１
９
７
℻  
⒇
２
８
８
０

　

k
o
u
z
a
@
o
y
a
m
a
-
c
t
.
a
c
.
j
p

）

介
護
の
お
仕
事
復
帰
講
座

日
時　

10

／
20

㈭
、平
成
29

年
１

／
21

㈯
10

時
〜
15

時

会
場　

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ（
宇

都
宮
市
若
草
１
‐
10

‐
６
）

対
象　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
等
福
祉

の
有
資
格
者
で
、
福
祉
・
介
護
の

仕
事
に
関
心
の
あ
る
方

定
員　

各
35

人
※
無
料
。託
児
あ
り

問
県
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
８
・
６
４
３
・
５
６
２
２

中
高
年
齢
者
向
け
介
護
職
員
初
任

者
研
修

期
間　

11

／
１
㈫
〜
平
成
29

年
１

／
31

㈫
※
週
３
日（
１
日
６
時
間
）

程
度
の
講
座
を
３
カ
月
間
受
講

会
場　

県
内
３
会
場（
栃
木
・
宇
都

宮
・
大
田
原
会
場
）

対
象　

福
祉
・
介
護
職
へ
の
就
労

に
意
欲
の
あ
る
50

歳
以
上
の
方

定
員　

各
会
場
20

人
※
無
料

申
込
み　

10

／
14

㈮
ま
で
に
県
社

会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
８
・
６
４
３
・
５
６
２
２

在
宅
医
療
講
演
会

日
時　

10

／
18

㈫
19

時
〜
20

時

会
場　

間
々
田
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者
100

人

テ
ー
マ　

知
っ
て
納
得
！
在
宅
医
療

講
師　

小
山
地
区
医
師
会
医
師

申
込
み　

高
齢
生
き
が
い
課
☎
22

９
６
４
７

寒
川
公
民
館
後
期
講
座

◆
初
め
て
で
も
大
丈
夫
！
自
分
サ

イ
ズ
の
洋
服
作
り
10

／
24

・
31

、

11

／
７
・
21

・
28

、
12

／
５
の
月

曜
日
13

時
半
〜
16

時
（
全
６
回
）

▽
15

人
▽
無
料
◆
と
ち
ぎ
の
伝
統

工
芸
品
「
野
州
て
ん
ま
り
」
11

／

４
か
ら
毎
週
金
曜
日
10

時
〜
正
午

（
全
５
回
）
▽
15

人
▽
２
千
円

問
同
館
☎
38
１
０
０
２

市
自
治
会
連
合
会
設
立
50
周
年
記
念
式
典

日
時　

11

／
８
㈫
式
典
10

時
〜
・

講
演
会
10

時
40

分
〜
※
入
場
無
料

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

講
師　

一い
ち
り
ゅ
う
さ
い

龍
齋
貞て

い

か花
氏（
講
談
師
）

テ
ー
マ　

戦
国
武
将
に
学
ぶ
、
人

づ
か
い
の
極
意

問
同
連
合
会
事
務
局
☎
22
９
２
９
９

県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学
校
交
流

学
習
発
表
会
「
お
お
ぞ
ら
祭
」

日
時
・
会
場　

11

／
５
㈯
９
時
半

〜
14

時
25

分
・
同
校

内
容　

小
学
部
・
中
学
部
・
高
等

部
・
訪
問
教
育
学
級
の
日
頃
の
学

習
成
果
、
交
流
活
動
の
発
表

問
同
校
☎
44
５
１
２
１

な
ん
び
ょ
う
サ
ポ
ー
ト
と
ち
ぎ
の

つ
ど
い

日
時　

10

／
22

㈯
９
時
半
〜
15

時
半

会
場　

と
ち
ぎ
健
康
の
森（
宇
都
宮
市
）

内
容　

難
病
に
関
す
る
講
演
会
、

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
相
談
会（
要
電

話
予
約
）、
交
流
会
等

問
と
ち
ぎ
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
・
６
２
３
・
６
１
１
３

一
般
公
募
普
通
救
命
講
習
会

日
時　

11

／
12

㈯
９
時
〜
正
午

会
場　

消
防
本
部

（
神
鳥
谷
1700

‐
２
）

定
員　

先
着
30

人

※
無
料

そ
の
他　

活
動
し
や
す
い
服
装
で

申
込
み　

10

／
15

㈯
〜
31

㈪
に
消

防
署
救
急
係
☎
39
６
６
６
６
ま
た

は
各
分
署
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時期 市役所からこんにちは　6:00　9:00　12:30　15:00　18:00　21:00　0:00 広報番組　7:30 から 3時間ごと

上旬
■第11回おやま開運まつり・第 6回開運小山うどんまつり /商業観光課
■オレンジリボンたすきリレー /子育て・家庭支援課　等

■「小山の麦」
■「もっと知りたい！うど
んのまち　おやま」

中旬
■第13回ハンドベルフェスタ in ＯＹＡＭＡ/文化振興課■第26回小山市文化振
興大会・第63回小山市民文化祭・文化協会創立40周年記念事業/文化振興課　等

■「行政相談週間『届けた
い、あなたの声を行政に』」
■おやま百景「羽川大沼」

下旬
■第5回おやまグルメフェスタ/商業観光課■小山市菊花大会/商業観光課
■第4回小山市フォークダンスフェスティバル/生涯スポーツ課　等

■「生涯学習テレビ大学」

月間 ■イベント情報/秘書広報課■英会話講座「G'day OYAMA」/国際交流員　等

10月の
行政テレビ

　視聴にはテレビ小
山放送㈱のケーブル
テレビへの加入が必
要となります。
　デジタル101chを
選局ください。
問秘書広報課22‒9353

み
ん
な
の
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ　

※
詳
し
く
は
各
連
絡
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

第
９
回
桑
絹
商
工
会
ふ
れ
あ
い
祭
り　

10
／
９
㈰
９
時
15
分
〜
15
時
▽
絹
ふ
れ

あ
い
の
郷
▽
同
商
工
会
☎
22
４
５
２
３

「
法
の
日
」
司
法
書
士
法
律
相
談
（
無

料
）　

10
／
９
㈰
10
時
〜
15
時
▽
道
の

駅
思
川
小
山
評
定
館
▽
司
法
書
士
の
業

務
に
関
す
る
相
談
▽
栃
木
県
司
法
書
士

会
☎
０
２
８
・
６
１
４
・
１
１
２
２

初
級
英
語
講
座　

10
／
14
・
21
・
28
、

11
／
４
・
11
の
金
曜
日
14
時
〜
15
時
半

▽
中
央
公
民
館
等
▽
先
着
20
人
▽
会
員

500
円
・
非
会
員
３
千
500
円
▽
市
国
際
交

流
協
会
☎
23
１
０
４
２

こ
ぐ
ま
保
育
園
楽
し
い
子
育
て
支
援
事
業「
離

乳
食
の
作
り
方
・
進
め
方
」　

10
／
18
㈫
９
時

半
〜
11
時
半
▽
市
内
在
住
の
親
子
10
組
▽
10

／
14
㈮
ま
で
に
電
話
で
同
園
☎
28
１
１
８
９

小
山
ば
ら
会「
秋
の
ば
ら
展
」　

10
／
22

㈯
10
時
〜
16
時
、
23
㈰
10
時
〜
15
時
▽

道
の
駅
思
川
小
山
評
定
館
▽
入
場
無
料

▽
同
会
坂
井
☎
24
３
５
７
７

栃
木
い
の
ち
の
電
話
公
開
講
座「
い
の
ち
・

L
IF
E

」　

10
／
23
㈰
14
時
〜
15
時
半
▽
栃
木

県
青
年
会
館
コ
ン
セ
ー
レ（
宇
都
宮
市
）▽

先
着
150
人
▽
講
師
：
葉よ

う
し
ょ
う
め
い

祥
明
氏
▽
無
料
▽

同
事
務
局
☎
０
２
８
・
６
２
２
・
７
９
７
０

イ
タ
リ
ア
語
講
座　

10
／
25
、11
／
１
・

８
・
15
・
22
の
火
曜
日
10
時
〜
11
時
半

▽
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー
▽
先
着
20

人
▽
会
員
500
円
・
非
会
員
３
千
500
円
▽

市
国
際
交
流
協
会
☎
23
１
０
４
２

親
子
で
楽
し
む
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ
ー
テ
ィ
ー　

10
／
30
㈰
10
時
〜
正
午
▽
間
々
田
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
▽
幼
児
〜
小
学
生
ま
で
の
親
子
先
着
30

組
▽
親
子
で
500
円（
子
ど
も
二
人
目
か
ら
ひ
と

り
300
円
）▽
市
国
際
交
流
協
会
☎
23
１
０
４
２

第
26
回
ふ
れ
愛
デ
イ（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
）　

10
／
30
㈰
10
時
〜
15
時（
雨
天

決
行
）▽
洗
心
会（
出
井
１
９
３
６
）▽
洗

心
会
本
部
☎
25
２
８
１
７

白
鷗
祭
講
演
会　

10
／
30
㈰
開
場
14
時
、

開
演
14
時
半
▽
白
鷗
大
学
本
キ
ャ
ン
パ

ス
▽
講
師
：
武
田
邦
彦
先
生
▽
無
料
▽

白
鷗
祭
実
行
委
員
会
☎
22
９
８
７
２

さ
く
ら
保
育
園
子
育
て
支
援
事
業「
す
ま
い

る
・
に
っ
こ
り
ち
ゃ
ん
・
え
く
ぼ
ち
ゃ
ん
合

同
運
動
会
ご
っ
こ
」　

11
／
２
㈬
10
時
〜
11

時
▽
市
内
在
住
の
未
就
園
児
親
子
35
組
▽

10
／
３
㈪
〜
24
㈪
に
電
話
で
同
園
え
く
ぼ

ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
担
当
渡
辺
☎
23
７
０
６
８

行
政
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る
法
の

日
合
同
無
料
相
談
会　

11
／
３
㈭
10
時
〜
15

時
▽
道
の
駅
思
川
小
山
評
定
館
▽
行
政
書

士
・
土
地
家
屋
調
査
士
の
業
務
に
関
す
る
相

談
▽
行
政
書
士
会
☎
32
８
１
８
６
・
土
地
家

屋
調
査
士
会
☎
45
６
１
１
１

第
41
回
栃
木
県
本
場
結
城
紬
織
物
競
技
展
示

会　

11
／
５
㈯
10
時
〜
16
時
、
６
㈰
10
時
〜

15
時
▽
道
の
駅
思
川
小
山
評
定
館
▽
糸
つ
む

ぎ
・
機
織
り
の
実
演
▽
入
場
無
料
▽
栃
木
県

本
場
結
城
紬
織
物
協
同
組
合
☎
49
２
４
３
０

「
こ
ば
と
保
育
園
に
移
動
動
物
園
が

や
っ
て
く
る
」　

11
／
８
㈫
10
時
〜
13

時
▽
小
動
物
触
れ
合
い
コ
ー
ナ
ー
、
わ

ん
わ
ん
シ
ョ
ー
▽
11
／
７
㈪
ま
で
に
同

園
担
当
奥
貫
☎
27
０
２
０
９

マ
ロ
ン
の
い
え
子
育
て
支
援
事
業「
れ
ん
太

先
生
ミ
ニ
ダ
ン
ス
教
室
」　

11
／
17
㈭
10
時

半
〜
11
時
45
分
▽
間
々
田
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
▽
市
内
在
住
親
子
15
組
▽
講
師
：
中
山

れ
ん
太
氏
▽
マ
ロ
ン
の
い
え
☎
32
８
２
５
４

災
害
時
外
国
人
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
セ
ミ

ナ
ー　

11
／
17
㈭
13
時
半
〜
16
時
半

▽
中
央
公
民
館
▽
30
人
▽
無
料
▽
11

／
15
㈫
ま
で
に
県
国
際
交
流
協
会
☎

０
２
８
・
６
２
１
・
０
７
７
７

J
IC
A

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
秋
募
集　

11
／
４
㈮

ま
で
▽
昭
和
51
年
11
／
５
〜
平
成
９
年
４
／

１
生
ま
れ
で
日
本
国
籍
を
持
つ
方
▽（
公
社
）

青
年
海
外
協
力
隊
☎
03
６
２
６
１
・
０
２
６
３

精
神
障
害
サ
ポ
ー
ト
教
室

日
時　

11
／
11
㈮
、
12
／
８
㈭
、

平
成
29
年
1
／
12
㈭
、
2
／
９
㈭

14
時
〜
16
時
※
要
申
込
、
内
容
等

詳
細
は
要
問
合
せ

会
場　

栃
木
県
庁
小
山
庁
舎

申
込
み　

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
健
康
支
援
課
☎
22
６
１
９
２

関東職業能力開発大学校セミナー　問同校☎31-1733
コース名 実施日 定員 受講料

実践機械製図 11/12.19.26
9:30 ～ 16:10 10 ¥10,600

NC旋盤実践技術
（プログラム～加工編）

11/19.26.12/3.10
9:30 ～ 16:10 10 ¥14,400

旋削工具研削技術 11/30.12/7.14
9:30 ～ 16:10 10 ¥12,700 

表面粗さと形状偏差の
精密測定技術

11/12.19
9:30 ～ 16:10 10 ¥6,500 

機械保全実技実践技術
（事例・解決編）<学科>

11/12.19.26
9:30 ～ 16:10 10 ¥12,000 

有接点シーケンス制御
の実践技術

11/19.26
9:00 ～ 17:30 10 ￥11,000

マイコン制御技術 2（簡
易ロボット製作）

11/19.26
9:30 ～ 16:10 10 ￥10,400

Androidプログラミング応用（カ
メラ・マップ・データベース編）

11/19.26
9:30 ～ 16:10 10 ￥9,900

仮想現実感開発環境の
活用手法

11/11.12
9:30 ～ 16:10 10 ￥7,900

専用 ICを用いたDC-DC
コンバータの設計技術

11/19.26
9:00 ～ 17:30 10 ￥9,000

鉛フリーはんだ付け技
術（表面実装編）

11/5.12
9:30 ～ 16:10 10 ￥9,000

電気系保全実践技術 11/26.12/3
9:00 ～ 17:30 10 ￥8,800

仕事と人を動かす現場
監督者の育成

11/8.9
9:30 ～ 16:10 20 ￥9,000

県
立
衛
生
福
祉
大
学
校
平
成
29
年
度
入
学
生

募
集
（
募
集
人
数
）【
出
願
期
間
】

●
保
健
学
科
（
30
）、
看
護
学
科
本

科（
80
）・
看
護
学
科
専
科
昼
間（
40
）・

看
護
学
科
専
科
夜
間
（
40
）【
11
／

24
㈭
〜
12
／
２
㈮
】
●
歯
科
衛
生
学

科
（
30
）、
歯
科
技
工
学
科
（
15
）

【
12
／
８
㈭
〜
20
㈫
】
●
臨
床
検
査

学
科
（
20
）【
12
／
８
㈭
〜
16
㈮
】

※
試
験
日
は
学
科
ご
と
に
異
な
る

問
同
校
☎
０
２
８
・
６
４
５
・
９
２
２
７

栃
木
県
農
業
大
学
校
平
成
29
年
度
入
学
生

募
集
（
募
集
人
数
）　

●
農
業
経

営
学
科
（
25
）
●
園
芸
経
営
学
科

（
40
）
●
畜
産
経
営
学
科
（
15
）

出
願
期
間　
【
前
期
】
11
／
21
㈪

〜
12
／
２
㈮
【
後
期
】
平
成
29
年

２
／
１
㈬
〜
２
／
10
㈮

試
験
日　
【
前
期
】
平
成
29
年
１
／

10
㈫
【
後
期
】
平
成
29
年
２
／
24
㈮

問
同
校
☎
０
２
８
・
６
６
７
・
０
７
１
１

保
育
の
お
仕
事　

就
職
フ
ェ
ア

日
時　

11
／
10
㈭
12
時
半
〜
15
時
半

会
場　

小
山
城
南
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

対
象　

保
育
の
仕
事
を
希
望
す
る

方
等（
平
成
29
年
３
月
卒
業
予
定

者
含
む
。
高
校
生
不
可
） 

※
無
料

内
容　

合
同
面
談
会
、
相
談
コ
ー

ナ
ー
、
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

申
込
み　

10
／
31
㈪
ま
で
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

託
児
希
望
の
有
無
を
と
ち
ぎ
保
育

士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

０
２
８
・
３
０
７
・
４
１
９
４
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健康都市おやまフェスティバル

すこやか通信 みんなの元気がおやまの元気　
健康増進課（保健 ･福祉センター 3階）

乳幼児健康相談（予約制）
期　日　11月 10日㈭
受　付　計測のみの方9:00～11:00
相談ありの方① 9:00 ～② 9:30 ～
　　　　　　③10:00 ～④ 10:30 ～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　10月 18日㈫から☎22‒9527

広報小山 2016.10月号　20

離乳食教室（要申込）
日　時　11月30日㈬9:30 ～ 11:45
会　場　保健・福祉センター
内　容　講話、調理デモンストレー
ション見学、試食　など
対　象　7～ 8カ月頃の児とその保護者
定　員　先着20組
受講料　100円（材料代）
申込み　10月28日㈮から☎22‒9525

乳児健診（受診日･会場は通知参照）
＊平成28年7月･8月生まれの乳児対象

期　日 会　場
12月 7日㈬

20日㈫
H29.1月16日㈪

25日㈬

保健・福祉
センター

H29.1月12日㈭ 健康医療介護
総合支援センター

受　付　13:00 ～ 14:00
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎ 22‒9527
9カ月児健康相談（受診日･会場は通知参照）
＊平成28年2月･3月生まれの乳児対象

期　日 会　場
12月 7日㈬
20日㈫

H29.1月25日㈬

保健・福祉
センター

H29.1月12日㈭ 健康医療介護
総合支援センター

受　付　9:30 ～ 10:15
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎ 22‒9527

1歳6カ月児健診（受診日･会場は通知参照）
＊平成27年5月･6月生まれの幼児対象

期　日 会　場
12月 2日㈮

16日㈮
H29.1月17日㈫

26日㈭

保健・福祉
センター

12月21日㈬
H29.1月30日㈪

健康医療介護
総合支援センター

受　付　13:00 ～ 14:00
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎ 22‒9527

2歳児歯科健診（全地区）
（受診日等は通知参照）
＊平成26年12月･平成27年1月生ま
れの幼児対象
期　日　12月8日㈭・14日㈬
　　　　H29.1月18日㈬・26日㈭
受　付　① 9:15 ～ 9:45、
　　　　②10:15 ～ 10:45
会　場　保健・福祉センター
持ち物　 母子健康手帳、問診票
問☎ 22‒9527
３歳児健診（全地区）
（受診日は通知参照）
＊平成25年9月･10月生まれの幼児対象
期　日　12月1日㈭･6日㈫･14日㈬
　　　　H29.1月13日㈮･18日㈬･
　　　　23日㈪
受　付　13:00 ～ 14:00
会　場　保健・福祉センター
持ち物　 母子健康手帳、問診票
問☎ 22‒9527

開運おやま健康マイレージ
　市では、健康マイレージを実施
しています。今月対象となる事業
は、Ｐ23の「11月のイベントカレ
ンダー」に マークがあります。
ぜひ、ご参加ください。
問☎22‒9532

食生活改善推進員による健康料理教室
日　時　①10月20日㈭10:00から
　　　　②11月 8日㈫10:00から
内　容　朝食にも役立つ健康料理実習
会　場　①保健・福祉センター
　　　　②大谷公民館
対　象　市内在住の成人、各先着20人
参加料　500円程度
持ち物　エプロン･三角巾
申込み　①10月13日㈭②11月1日
㈫までに☎22‒9508

メタボリックシンドローム対策事業
～からだスッキリ！運動教室～
（無料・要申込）
日　時　10月20日㈭13:30～15:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　40歳以上の教室に興味が
ある市民（運動制限のない方）
持ち物　筆記用具、室内運動靴、飲
み物、タオル、ヨガマット（お持ちの方）
申込み　☎22‒9607

自治医科大学附属病院
「がん患者と家族のサロン」（無料）
日　時　10月13日㈭14:00 ～ 16:00
会　場　同病院・本館地下1階
内　容　ミニレクチャー「痛みとの
　　　　上手な付き合い方」
　　　　自由な語り合い
　　　　リラクセーション体験
問同病院がん相談支援室☎58‒7107

マシンを使った筋力向上トレーニング
「火・金曜、土曜コース」（要申込）
　いつまでも元気な身体を保ってい
くため、トレーニングマシンで筋力
維持・アップを一緒に楽しく始めま
しょう！
対　象　40歳以上の介護認定を受
けていない方、医師からの運動制限
がなく市が定める禁止基準に該当し
ない方　※利用は年度一人1回のみ
コース　40～ 64歳　土曜コース
　　　　65歳以上　火･金曜コース
※9:30 ～ 16:00の間で自由利用
◆初回オリエンテーション定員
　1日6人（要申込）
会　場　保健センター分室（花垣町）
費　用　1,500円
回　数　1コース12回（週1回、3カ月）
申込み　火・金曜コース：高齢生き
がい課☎22‒9616・9647、土曜コー
ス：健康増進課☎22‒9508・9607

第5回小山の地域医療を考える市
民会議
日　時　10月 18日㈫18:30～ 20:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
申込み　☎27‒0500
※初めての方も参加可能

赤ちゃんハイハイレース参加者募集
日　時　11月13日㈰10:00 ～
会　場　県南体育館メインアリーナ
対　象　まだ歩いていないハイハイ
ができる赤ちゃん
定　員　先着40人（参加賞あり）
参加料　無料
申込み　10月17日㈪から☎22‒9524

無料フッ素塗布（予約制）
日　時　11月13日㈰
　　　　① 9:30 ～②10:00 ～
　　　　③10:30 ～④11:00 ～
会　場　県南体育館剣道場
対　象　満3歳～小学校2年生児
※今回は対象年齢を拡大しました。
この機会にぜひきょうだいでご参加
ください
定　員　先着300人（歯磨き後に来
場してください）
申込み　10月11日㈫から☎22‒9527
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　「私は乳がんにならないから大丈夫」「子宮頸がんになるのはまだ早い」と思っていま
せんか？また、「検診を受ける時間が無い」「何か見つかるのが怖いから検診を受けたく
ない」という方もいるかもしれません。
　現在、乳がんは 11人に 1人、子宮頸がんは 76人に 1人の割合で罹患するといわれています。一方で、乳がん、子宮頸
がんは様々な治療法があり、早期発見により治癒率が高くなります。ご自身の健康のために、今年度まだ女性がん検診を
受けていない方は、この機会にお申込みください。

21　広報小山 2016.10月号

すこやか通信

□休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷 2251 ｰ 7（健康医療
介護総合支援センター内）
　　☎ 39‒8881・FAX39‒8883
日時　日曜・祝日・振替休日・年末
年始（12/31 ～ 1/3）
10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
受付　診療終了 15分前まで

番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2‒4‒3 ☎44‒7000
② 石橋総合病院 下野市石橋628 ☎53‒1134
③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31‒1331
④ 杉村病院 小山市城山町2ｰ7ｰ18 ☎25‒5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45‒7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320ｰ2 ☎0280‒57‒1011

□救急医療機関当番
　カレンダー内番号が、当番医療
機関となります。
受付　土・休日前（　　の部分）
　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外17:00～翌日9:00
　受診するときは、事前に電話で
確認してください。各医療機関で
は、夜間、医師が交代で当直制を
とっており、希望する治療が困難
な場合もあります。

※救急医療機関当番は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています　問☎27‒0500

11 月の一次救急医療機関
□夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷 2251 ｰ 7（健康医療
介護総合支援センター内）
　☎ 39‒8880・FAX39‒8882
受付　診療終了 15分前まで

日　時 科　目
平　日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

土曜日 19:00 ～ 22:00
日曜・祝日・振替
休日・年末年始
（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

※内科医等が、小児科の診療を担当することがあり
ますので、事前に電話をしてから来院してください

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤

6 7 8 9 10 11 12
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
13 14 15 16 17 18 19
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
20 21 22 23 24 25 26
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
27 28 29 30
①③ ②④ ③⑤ ④⑥

10月はピンクリボンキャンペーン月間
ひとくち 健 康メモ
みんなの元気がおやまの元気

問健康増進課☎22‒9522

《乳がんについて》
　乳がんは、主に乳腺
にできるがんです。乳
がんになる割合は 30
代から増加し、40 ～
50 代で最も多く発症
します。ごく初期の段
階では、しこりもわか
らないほど小さかった
り、痛みや体調不良な
どの自覚症状もないこ
とが多く、定期的な検
診の受診が大切です。

《子宮頸がんについて》
　子宮頸がんは子宮の
入り口（頸部）にできる
がんで、性交渉によって
感染するヒトパピロー
マウイルス（ＨＰＶ）が
原因です。感染が持続
するとごく一部が異形
成（前がん病変）となり、
子宮頸がんへ進行する
ことがあります。最近は
20 ～ 30 代の若い年齢
層に急増しています。

申込み　本紙3月号と同時配布の「平成28
年度健康のしおり」内の検診申込み書（ハ
ガキ）からお申込みください。折り返し「集
団健診のお知らせ（問診票）」を送付します。
持ち物　①集団健診のお知らせ(問診
票)、②受診券、③健康保険証、④その
他指定されたもの

11月の集団検診（要申込）＊9・10・11月生まれの方対象

日　時
検診項目 女

性
の
み

会　場特定健診
（基本健診）

がん 女性がん 骨粗しょ
う症胃・肺・大腸 前立腺 子宮 乳

8 ㈫ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 生井公民館
9㈬ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
10㈭ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター
15㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
20㈰ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
21㈪ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター
22㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター
24㈭ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 保健・福祉センター

25㈮
8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
14:00 ～ 15:30 × × × ○ ○ × ＊ 保健・福祉センター
18:00 ～ 19:30 × × × ○ ○ × ＊ 保健・福祉センター

28㈪ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × × ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
30㈬ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 小山東出張所

❖受診日は「集団健診のお知らせ（問診
票）」をご覧ください。
❖骨粗しょう症検診（700円
･70歳は無料）は、検診当日
40･45･50･55･60･65･70歳の女性市民
が対象です。希望者は午前10:30までに
各会場へ直接お越しください。

《小山市のがん検診の受け方》
　職場や人間ドックなどで受診機会がない方が対象となります。集団検
診（検診バス）、個別検診（医療機関）を選んで、広報 3月号と同時配
布の「平成 28年度健康のしおり」に付いている、検診申込み書（ハガキ）
にてお申込みください。折り返し、「集団検診のお知らせ（問診票）」ま
たは「乳がん・子宮がん個別検診受診券」をお送りします。「平成 28年
度健康のしおり」は、健康増進課窓口および各出張所においてあります。
乳がん検診
（30歳以上の女性）

集団：800円（超音波 ･マンモグラフィ）
個別：1,600 円（視触診 ･超音波、マンモグラフィ）

子宮頸がん検診
（20歳以上の女性）

集団：1,500 円（細胞診 ･ＨＰＶ検査）
個別：2,400 円（細胞診 ･ＨＰＶ検査）

※平成24年度から、細胞診＋HPV検査を導入。受診結果が「細胞診（‒）HPV（‒）」
の受診者は、次回の受診対象が 3年後になります

問☎22‒9522
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ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、生活安心課☎22‒9282 へお問合せください。月の相談11

◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 20㈰ 9:30～12:30 生活安心課☎22‒9282

女性の生き方なんでも
相談予約制 18㈮10:00～12:00 男女共同参画課☎22‒8078※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

心配ごと相談予約制
（生活全般の相談）

8･22㈫
10:00～12:00

社会福祉協議会☎22‒9501
※心配ごと相談員が同席

自殺予防包括相談予約制 10㈭10:00～12:00 福祉課☎22‒9619

◎白鷗法律相談（無料）　白鷗大学法科大学院の弁護士教員と大学院生が、皆さんの民事の法的悩み・紛争などについて法律的な助言をさせていただきます
相談日 時間 受付件数 実施場所 申込み受付

7･14･21･28㈪ 16:25～（所用時間90分）
（聴取30分・検討30分・回答30分） 各日先着1人 白鷗大学東キャンパス

（小山駅東口前）
電話にて事前申込みが必要　☎20‒8110
受付10/24㈪から　時間9:00～16:30

◎
通
常
相
談 

月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ
市民相談 8:30～17:15 生活安心課☎22‒9282

家庭児童相談 9:00～17:00 子育て・家庭支援課☎22‒9626
ひとり親家庭相談 9:00～17:00 子育て・家庭支援課

☎22‒9627婦人相談 9:00～17:00

認知症相談
8:30～17:15 高齢生きがい課☎22‒9648
※必要時、専門医等の相談も可

青少年相談

面接予約制
9:00～17:00

青少年相談室
☎25‒4002

電話相談
10:00～17:00

☎25‒4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン

9:00～16:00 外国人地域支援センター
☎23‒1042

※不定休あり。事前に要連絡
外国人相談 8:30～17:15 外国人相談室☎22‒9439

消費生活相談 9:00～16:00 消費生活センター☎22‒3711

県民相談 9:00～16:00 小山県民相談室☎22‒9164

労働相談 8:30～17:15 小山労政事務所☎22‒4032

こころの
ダイヤル

9:00～17:00 県精神保健福祉センター
☎028‒673‒8341

※第2･4水曜日9:30～11:30 は医
療相談

ＤＶ相談 9:00～17:00 配偶者暴力相談支援センター☎22‒9602

◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等

行政相談 12㈯10:00～12:00
16㈬13:30～15:30 行政相談委員

生活安心課
☎22‒9282

登記相談予約制 9㈬10:00～12:00 司法書士・土地家屋調査士

交通事故相談予約制 8･22㈫10:00～15:00 栃木県民プラザ室交通事故相談員
税金なんでも相談 10㈭13:30～15:30 税理士
行政書士専門相談
予約制 16㈬10:00～12:00 相続や遺言、農地転用、開発行為等、書類や手続きに関する相談

不動産相談予約制 1㈫ 9:00～12:00 宅建協会による土地･建物に関する相談

家庭内困りごと相談予約制 20㈰13:30～16:10 元家庭裁判所調査官

人権相談 11㈮10:00～12:00
13:00～15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22‒9292

子育て家庭生活相談
予約制

5㈯14:00～16:00
9㈬ 9:30～11:30 場所：中央公民館

子育て・
家庭支援課
☎22‒9664

5㈯14:00～16:00
30㈬ 9:30～11:30 場所：大谷出張所

5㈯14:00～16:00
16㈬ 9:30～11:30 場所：間々田出張所

2㈬ 9:30～11:30 場所：桑出張所

9㈬ 9:30～11:30 場所：豊田出張所

こころの相談予約制 15㈫14:00 ～ 15:30 精神科医師　福祉課☎22‒9619

心配ごと相談
（生活全般の相談）

1･15･29㈫10:00～15:00
8･22㈫13:00～15:00

場所：社会福祉協議会
1・15・29㈫は電話相談可（30分以内）

社会福祉協議会
☎22‒9501

精神保健福祉相談予約制 4㈮13:00～15:00 精神科医師･保健師　県南健康福祉センター☎22‒6192

女性のための心の相談予約制 28㈪13:30～16:30 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22‒8078

創業･経営相談予約制 5･19㈯13:00～17:00 中小企業診断士　工業振興課☎22‒9396

図書館つうしん（11月）
期日 時間 会場

1 ㈫
10:00 ～ 10:30 寒川小学校
12:50 ～ 13:40 乙女小学校

2㈬
10:10 ～ 11:00 もみじ保育所
13:10 ～ 14:00 豊田南小学校

4㈮
10:10 ～ 10:40 萱橋小学校
12:50 ～ 13:40 大谷東小学校

8㈫
10:10 ～ 10:50 中久喜保育所
12:50 ～ 13:40 間々田東小学校

9㈬
9:55 ～ 10:35 中小学校
13:00 ～ 13:50 間々田小学校

10㈭
10:00 ～ 10:30 大谷南小学校
13:00 ～ 13:40 網戸保育所

11㈮
10:00 ～ 10:30 梁小学校
13:00 ～ 13:50 羽川西小学校

16㈬
10:10 ～ 11:00 絹保育所
13:10 ～ 14:00 豊田北小学校

17㈭
10:00 ～ 10:30 延島小学校
12:50 ～ 13:30 下生井小学校

24㈭
10:30 ～ 11:20 小山東ニュータウン
12:40 ～ 13:10 穂積小学校

30㈬
10:10 ～ 11:00 もみじ保育所
13:10 ～ 14:00 豊田南小学校

移動図書館「せきれい」巡回日程おはなし会
会名（会場） 日時

おはなしウェンディ 2㈬ 15:30

ままだ分館おはなしかい
（間々田分館） 8㈫ 15:30

おはなしこんにちは 9㈬ 10:30

おやま分館ピッコロおはなし会
（小山分館） 11㈮ 11:00

おはなしメロディ 13㈰ 14:00

おはなしウェンディ 0・1・2 16 ㈬ 11:00

おこれんのおはなし会 20㈰ 14:00

はなしのこべやおはなしかい 27㈰ 14:00

※会場の記載が無いものは全て中央図書館

■各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21‒0750
　7㈪・14㈪・21㈪・24㈭・28㈪
　正面入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○小山分館　☎ 22‒9575
　3㈭・7㈪・14㈪・21㈪・23㈬・24㈭・28㈪
　中央市民会館入口の「返却ポスト」へ
○間々田分館　☎ 41‒6230
　3㈭・7㈪・14㈪・21㈪・23㈬・24㈭・28㈪
　間々田市民交流センター入口の「夜間・休館
　日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎ 22‒4544
　3㈭・7㈪・14㈪・21㈪・23㈬・24㈭・28㈪
　桑市民交流センターの「夜間・休館日用返却
　ポスト」へ
※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館から
　の借用資料は、破損の恐れがありますので
　ポストへの返却はご遠慮ください

■行事開催のご案内
◆中央図書館ビジネスセミナー
　「発達障害のある人の就労と雇用」
【日　時】10月15日㈯　14:00 ～ 15:30
【会　場】同館視聴覚ホール
【定　員】先着100人（無料）
〈申込み〉  同館に直接
　　　　  または電話（☎21‒0750）

◆地下書庫探検ツアー　
～のぞいてみよう地下書庫！
　　　　　もっと知りたい図書館のこと！～
【日　時】11月26日㈯①10:30 ～ 11:30（小学生）
　　　　　　　　　   ②14:00 ～ 15:00(中学生以上）
【定　員】 各回15人（いずれも図書館に利用登録をしている方）
〈申込み〉  10月18日㈫から同館に直接
　　　　  または電話（☎21‒0751）
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納税のお知らせ（納期限） 土日市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長 　祝日の届出（死
亡・出生・婚姻等）
は、本庁舎北側入
口の宿直室にて受
付します。
　夜間等、緊急の
場合は、宿直室☎
22‒9420へご連絡く
ださい。

■11月は、国民健康保険税・
後期高齢者医療保険料・介護
保険料（5期分）の納期月です。
■11月の日曜納税相談窓口は
27日㈰に開設します。
■コンビニ納付や月曜～木曜
日（祝日除く）の納税窓口延長
（19:00まで）もご利用ください。
問納税課☎22‒9442

日

時

5日㈯･6日㈰･12日㈯･13日㈰
19日㈯･20日㈰･26日㈯･27日㈰

各8:30 ～ 17:15

※取扱い業務についてはお問合せください

平日の毎日19:00まで
延長しています。

※取扱い業務については
お問合せください

問市民課☎22‒9402場

所

 市民課☎22‒9402
 小山城南出張所☎31‒3650
 ※小山城南出張所は月曜定休

※カレンダーの内容は、9月中旬現在の情報をもとに作成しています。
　内容が変更になる場合がありますが、ご了承ください

政光くん・寒川尼ちゃん

※ の事業は、「開運おやま健康マイレージ」対象事業です

名　称 時　間 会　場 問　合　せ

継続事業

第 65回小山市菊花大会（～ 11月 13 日㈰） 9:00 ～ 16:00 道の駅思川 小山晃思会事務局☎22‒9273
博物館企画展「幕末維新期の点描」（～11月23日㈬） 9:00 ～ 17:00 博物館 同館☎ 45‒5331　※月曜休館
車屋美術館企画展「朝海陽子展－生成する
風景」（～ 11月 23 日㈬） 9:00 ～ 17:00 車屋美術館 同館☎ 41‒0968　

※月曜、第4金曜休館
１日 ㈫
２日 ㈬

３日 ㈭
文化の日

菊鉢の無料配布　※数量限定・成人限定 11:00 ～
14:00 ～ 道の駅思川 小山晃思会事務局☎22‒9273

４日 ㈮ 文化協会記念美術展「小山を彩る作家展」
（～ 6日㈰） 13:00 ～ 文化センター小ホール 文化振興課☎ 22‒9694

５日 ㈯

おやまグルメフェスタ（～ 6日㈰） 10:00 ～ 15:00 小山御殿広場 商業観光課☎ 22‒9317
第60回小山駅伝競走大会【申込10/25㈫まで】 8:00 開会式 小山運動公園 （公財）市体育協会☎ 30‒5856
第 63回市民文化祭（～ 12月 4日㈰） 文化センター、中央公民館、道の駅思川 文化振興課☎ 22‒9694
第 26回小山市文化振興大会 13:00 ～ 16:00 文化センター大ホール 文化振興課☎ 22‒9694

６日 ㈰ みんなで歩け歩け運動 8:45 ～ 小金井駅（東口）集合 生涯スポーツ課☎21‒2695
７日 ㈪
８日 ㈫ 市自治会連合会設立設立 50周年記念式典 10:00 ～ 文化センター大ホール 同連合会事務局☎22‒9299
９日 ㈬
１０日 ㈭
１１日 ㈮

１２日 ㈯

第3回ツール・ド・おやま2016【申込受付終了】 8:00 開会式 小山総合公園温水プール館西側 生涯スポーツ課☎ 21‒2695

第25回おやまバルーンフェスタ（～13日㈰） 6:30 ～ 石ノ上河川広場・小山総合公園 同実行委員会事務局・常川
☎ 090‒2329‒8600

第 49回小山市農業祭（～ 13日㈰） 9:00 ～ 16:00 小山総合公園第 3駐車場 農政課☎22‒9255
ほっしー★OYAMA号太陽観測会 11:00 ～ 12:30 博物館 同館☎45‒5331
ほっしー★OYAMA号天体観望会 18:00 ～ 19:30 生井公民館 博物館☎45‒5331

１３日 ㈰
第 31回健康都市おやまフェスティバル 9:00 ～ 15:00 県南体育館 健康増進課☎22‒9524
おやまエコリサイクルフェア 2016 9:00 ～ 15:30 小山広域クリーンセンター 環境課☎22‒9286
南飯田神田囃子 10:30 ～ 12:00 南飯田八幡宮 生涯学習課☎22‒9669

１４日 ㈪
１５日 ㈫
１６日 ㈬
１７日 ㈭
１８日 ㈮

１９日 ㈯
小山きものの日 10:00 ～ 16:00 生涯学習センター、おやま本場結城紬クラフト館 工業振興課☎ 22‒9397
第 9回おもいがわ映画祭（～ 11月 20 日㈰） 9:00 ～ シネマハーヴェスト・シネマロブレ 同実行委員会☎ 21‒2020

２０日 ㈰
小山市消防団通常点検 8:30 ～ 11:30 石ノ上河川広場 消防本部総務課☎ 39‒6655
小山市消防フェア 2016 9:00 ～ 12:00 石ノ上河川広場 消防署消防係☎ 39‒6664

２１日 ㈪ アワガラ神輿の習俗 未定 安房神社 生涯学習課☎ 22‒9669
２２日 ㈫

２３日 ㈬
勤労感謝の日
篠塚稲荷神社の神楽 13:00 ～ 篠塚稲荷神社 生涯学習課☎ 22‒9669

２４日 ㈭
２５日 ㈮
２６日 ㈯
２７日 ㈰ 日曜納税相談窓口 8:30 ～ 17:15 本庁舎 1階納税課 納税課☎22‒9442
２８日 ㈪
２９日 ㈫
３０日 ㈬
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8 月中の火災・救急【小山市消防署調べ】

119番は、火災や救急などの災害を通報する緊急専用回線です
火災•災害情報や救急当番病院の案内はテレフォンサービス
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９０ 【24時間対応】

※（ ）内は 1月からの累計 遡った件数含む

事故 38件(287件)　負傷者 57人(374人)
死者   0人(5人)

火災 10件(44件)　  救急 662件(5,467件)

【小山警察署調べ】
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8 月中の交通事故
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